
［
論
文
要
旨
］

123

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
所
蔵
す
る
二
つ
の
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風「
歴
博
甲
本
」と「
歴
博
乙
本
」

に
つ
い
て
、
描
か
れ
た
人
物
す
べ
て（
甲
本
＝
一
四
二
六
人
、
乙
本
＝
一
一
七
二
人
）を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
す
る
作
業
を
終
え
、
横
断
検
索
も
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
両
者
の
デ
ー
タ
を
定
量
的
に
比
較
す

る
形
で
、
そ
の
違
い
に
つ
い
て
、
特
に
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
乙
本
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

　

乙
本
は
全
体
的
に
甲
本
よ
り
も
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
ひ
と
つ
の
場
面
に
、
場
面
と
関
わ
る

形
で
特
定
の
種
類
の
人
物
を
集
中
さ
せ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
生
業
の
種
類
が
少
な
い
こ
と
や
、
僧

侶
を
宗
派
別
に
描
か
な
い
こ
と
な
ど
、
人
物
に
個
性
が
乏
し
く
、
ま
た
男
性
の
老
人
が
全
く
見
ら
れ

な
い
こ
と
や
尼
僧
を
ほ
と
ん
ど
描
か
な
い
な
ど
、
偏
り
も
か
な
り
著
し
い
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
単
純
に
甲
本
よ
り
も
質
と
量
が
下
が
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
乙

本
独
自
の
観
点
な
い
し
嗜
好
か
ら
選
択
が
行
わ
れ
た
結
果
で
も
あ
る
。
尼
僧
が
排
除
さ
れ
る
一
方
で

着
飾
っ
た
女
性
が
目
立
つ
し
、
振
売
や
農
民
に
つ
い
て
、
野
菜
を
扱
っ
た
独
自
の
場
面
が
多
く
見
ら

洛
中
洛
外
図
屏
風「
歴
博
甲
本
」と「
歴
博
乙
本
」の
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
比
較
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❶
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
経
緯

❷「
歴
博
甲
本
」の
人
物
像
と「
歴
博
乙
本
」の
人
物
像
の
項
目
別
比
較

ま
と
め

小
島
道
裕
・
森
下
佳
菜
・
大
薮
海

れ
る
。
祭
礼
に
つ
い
て
は
、
神
輿
が
渡
御
す
る
祭
礼
を
二
つ
描
き
、
内
裏
で
も
賑
や
か
な
三さぎ
ち
よ
う

毬
杖
の

場
面
を
描
い
て
お
り
、
全
体
を
華
や
か
に
仕
立
て
よ
う
と
す
る
意
識
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
差
は
、
発
注
者
や
絵
師
の
個
性
で
も
あ
ろ
う
が
、
時
代
差
の
問
題
と
考
え
ら
れ
る
も

の
も
多
く
見
ら
れ
る
。
尼
僧
が
少
な
い
こ
と
は
、
後
家
尼
の
地
位
が
下
が
っ
て
、
家
長
と
し
て
表
に

出
な
く
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
し
、
ま
た
、
兜
に
「
変
り
兜
」
的
な
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、

幟
旗
な
ど
多
様
な
指
物
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
髷
で
は
「
丁
髷
」
に
近
い
髷
が
多
い
こ
と
な
ど
も
、
甲

本
よ
り
も
時
代
が
下
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
近
世
的
な
現
象
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
作
品
の
年
代

観
と
し
て
は
、
乙
本
の
年
代
を
お
よ
そ
一
五
八
〇
年
代
、
豊
臣
期
こ
ろ
と
し
た
従
来
の
推
定
と
本
稿

で
の
検
討
結
果
に
違
和
感
は
な
く
、
大
き
な
変
更
は
必
要
な
い
と
思
わ
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
洛
中
洛
外
図
屏
風
、
歴
博
甲
本
、
歴
博
乙
本
、
人
物
画
像
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
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❶
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
経
緯

（
一
）「
歴
博
甲
本
」・「
歴
博
乙
本
」
の
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
は
、
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
と
し
て
知
ら
れ
る
四
つ
の

作
品
、す
な
わ
ち
「
歴
博
甲
本
」「
東
博
模
本
」「
上
杉
本
」「
歴
博
乙
本
」
の
内
、「
歴

博
甲
本
」
と
「
歴
博
乙
本
」
の
二
つ
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
に
つ

い
て
、
描
か
れ
た
人
物
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
作
業
を
終
え
、
横
断
検
索
も
可
能

と
な
っ
た
た
め
、
両
者
を
定
量
的
に
比
較
す
る
形
で
、
そ
の
違
い
に
つ
い
て
、
特
に

制
作
年
代
や
発
注
者
を
は
じ
め
と
し
て
不
明
な
点
が
多
い
「
歴
博
乙
本
」
に
つ
い
て

考
察
を
試
み
た
い
。

　

ま
ず
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
以
下
の
様
で
あ
る
。

　
「
歴
博
甲
本
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
共
同
研
究
「
洛

中
洛
外
図
屏
風
『
歴
博
甲
本
』
の
総
合
的
研
究
」（
二
〇
〇
九
～
一
一
年
度
、
代
表

小
島
道
裕
）
の
一
環
と
し
て
着
手
し
た
。
画
中
の
情
報
を
歴
史
資
料
と
し
て
把
握
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
、
描
か
れ
た
一
人
一
人
に
つ
い
て
、

人
物
の
属
性
や
屏
風
の
中
に
お
け
る
位
置
な
ど
の
情
報
を
記
述
し
、
画
像
と
文
字

デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。
諸
説
あ
っ
た
総
人
数
も
、

こ
の
作
業
の
結
果
大
幅
に
増
え
て
、
一
四
二
六
人
と
確
定
し
た
。
二
〇
一
二
年
春
の

企
画
展
示
「
都
市
を
描
く
―
京
都
と
江
戸
―
」
に
お
い
て
、
絵
を
読
み
解
く
た
め
の

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
用
い
た
後
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
れ
き
は
く
」
の
一
つ
と
し
て
公
開
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
「
歴

博
甲
本
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
つ
い
て
は
、
共
同
研
究
の
報
告
書
で
あ
る
『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
八
〇
集
に
、
人
物
情
報
の
デ
ー
タ
抽
出
作
業
を

行
っ
た
大
薮
海
、
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
設
計
を
担
当
し
た
宮
田
公
佳
氏
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
執
筆
し
て
い
る
〔
大
薮 

二
〇
一
四
、
宮
田 

二
〇
一
四
〕。

　
「
歴
博
乙
本
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
行
な
っ
た
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究

「
都
市
風
俗
と
『
職
人
』
―
日
本
中
近
世
の
絵
画
資
料
を
中
心
に
―
」（
二
〇
一
三
～

一
五
年
度
、
代
表
：
大
高
洋
司
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）
に
お
い
て
、「
歴
博
甲

本
」
と
同
じ
内
容
で
作
成
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
作
業
に
当
た
っ
た
森
下

が
、
項
目
や
入
力
語
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
誌
第
二
〇
六
集
に
執
筆
し
て
い
る

〔
森
下 

二
〇
一
七
〕。
公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
は
、
二
〇
一
七
年
一
月
か
ら
稼
働

し
て
い
る
。

（
二
）
二
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
統
合
と
例
示
検
索
語
句
の
問
題

　
「
歴
博
甲
本
」「
歴
博
乙
本
」（
以
下
適
宜
「
甲
本
」「
乙
本
」）
そ
れ
ぞ
れ
の
す
べ

て
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
一
通
り
デ
ー
タ
が
整
っ
た
時
点
で
、
乙
本
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
公
開
す
る
に
際
し
て
、甲
本
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
す
る
か
、

と
い
う
問
題
が
生
じ
た
。
利
用
者
が
検
索
を
行
う
際
の
画
面（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
）

は
、
甲
本
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
企
画
展
示
用
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
開
発
し
た

経
緯
か
ら
、文
字
入
力
に
よ
る
検
索
の
み
で
は
利
用
が
難
し
い
と
判
断
し
て
、フ
リ
ー

ワ
ー
ド
に
よ
る
検
索
は
維
持
し
な
が
ら
、
検
索
項
目
毎
に
代
表
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を

例
示
し
た
選
択
画
面
を
作
り
、
そ
ち
ら
が
優
先
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
画

面
に
し
た（
図
1
。画
面
左
下
の
枠
で
フ
リ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
）。

　

結
果
は
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
甲
本
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
倣
っ
て
作
成
し
た
乙

本
で
も
同
じ
画
面
を
作
ろ
う
と
考
え
た
が
、
し
か
し
キ
ー
ワ
ー
ド
の
例
示
は
、
甲
本

と
は
異
な
っ
た
も
の
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
す
ぐ
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。な
ぜ
な
ら
、

甲
本
で
例
示
し
て
い
た
入
力
語
に
は
、
乙
本
に
は
少
し
し
か
、
ま
た
は
全
く
な
い
も

の
が
か
な
り
存
在
し
、
ま
た
逆
に
、
乙
本
に
は
多
い
の
だ
が
、
甲
本
に
は
少
な
い
た

め
例
示
に
出
し
て
い
な
か
っ
た
語
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
差
が
ど
の
よ

う
に
生
じ
て
い
る
の
か
を
、
ま
ず
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

検
索
画
面
の
問
題
と
し
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
シ
ス
テ
ム
内
で
、
甲
本
・

乙
本
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
を
横
断
し
て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
と
な
っ
た

国立歴史民俗博物館研究報告
第 209集　2018年 3月
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［洛中洛外図屏風「歴博甲本」と「歴博乙本」の人物データベースによる比較］……小島道裕・森下佳菜・大薮 海

た
め
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
も
共
通
の
も
の
を
作
り
、
同
じ
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
ど
ち

ら
の
画
像
も
検
索
結
果
と
し
て
現
れ
、
両
者
を
同
時
に
比
較
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

に
し
た
（
1
（

。
そ
の
た
め
、
一
つ
の
画
面
に
両
方
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
例
示
す
る
共
通
の
画

面
に
修
正
し
た
。
甲
本
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
画
面
と
比
べ
る
と
、
入
力
語
の

枠
を
二
列
追
加
し
て
、
乙
本
に
多
い
入
力
語
を
補
っ
て
い
る
（
図
2　

甲
本
・
乙
本

統
合
検
索
画
面
の
例
示
入
力
語
表
）。
甲
本
・
乙
本
の
い
ず
れ
か
に
は
存
在
し
な
い

語
彙
も
残
し
て
い
る
の
で
、
検
索
す
る
と
、
甲
本
・
乙
本
の
い
ず
れ
か
が
ゼ
ロ
件
の

こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
そ
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
甲

図 1　「歴博甲本人物データベース」の検索画面

図 2　「歴博甲本・歴博乙本人物データベース」の検索画面
	 キーワードを 2列増やしている	
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本
の
検
索
画
面
に
あ
っ
た
「
そ
の
他
」
の
項
目
は
統
合
検
索
画
面
で
は
削
除
し
た
。

乙
本
で
は
「
後
補
」
や
「
補
筆
」
が
少
な
く
、
ひ
と
つ
の
項
目
と
す
る
必
要
は
乏
し

い
と
判
断
し
た
た
め
で
、
検
索
上
重
要
な
意
味
の
あ
る
「
白
面
」
を
「
髭
」
の
項
目

に
ま
と
め
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
以
上
の
作
業
に
よ
っ
て
気
の
付
い
た
点
を
ま
と
め
、
両
者
の
対
比
を
試

み
た
も
の
で
あ
る
。

❷
「
歴
博
甲
本
」
の
人
物
像
と
「
歴
博
乙
本
」
の

　
　

人
物
像
の
項
目
別
比
較

　

以
下
、
甲
本
と
乙
本
の
人
物
像
に
つ
い
て
、
各
項
目
の
デ
ー
タ
比
較
で
見
い
だ
し

た
差
異
を
示
し
、
そ
の
意
味
を
考
察
し
て
み
た
い
。
両
者
に
差
が
生
じ
る
要
因
と
し

て
は
、
時
代
の
差
、
お
よ
び
絵
の
性
格
の
差
、
具
体
的
に
は
発
注
者
や
絵
師
の
違
い
、

と
い
う
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
前
者
の
時
代
差
の
問
題
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ

の
作
成
年
代
に
つ
い
て
は
、
甲
本
は
一
五
二
五
年
（
大
永
五
）
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が

ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
乙
本
に
つ
い
て
は
、
正
確
に
は
決
め
が
た
く
論
者
に

よ
っ
て
や
や
差
も
あ
る
が
、
近
世
的
な
風
俗
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
甲
本
よ

り
も
か
な
り
下
が
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
お
よ
そ
一
五
八
〇
年
代
こ
ろ
、
す
な
わ

ち
六
〇
年
ほ
ど
の
年
代
差
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
〔
小
島 

二
〇
〇
八
、二
〇
〇
九
〕。

　

以
下
に
掲
載
す
る
各
項
目
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
表
は
、
多
く
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た

順
に
上
か
ら
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
複
数
の
語
彙
が
記
述
さ
れ
た
人
物
は
別
に
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
た
め
（
た
と
え
ば
「
小
袖
」
と
「
小
袖
・
袴
」
は
別
）、
一
つ
一
つ
の

語
彙
ご
と
の
順
位
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
表
の
左
側
に
は
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
振

り
、
本
文
で
は
「
甲
1
」・「
乙
1
」
な
ど
と
表
記
し
た
。
同
数
の
も
の
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
番
号
が
順
位
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
文
で
言
及
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
表

に
星
印
（
★
）
を
付
け
て
い
る
。

（
一
）
身
分
・
職
業
な
ど　
〔
表
1
〕

　

表
1
（
表
1
―
1
が
甲
本
、
表
1
―
2
が
乙
本
）
は
、
何
ら
か
の
身
分
的
な
属
性

や
職
業
が
認
め
ら
れ
る
人
物
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
絵
画
資
料
か
ら
身
分
を
特

定
す
る
の
は
困
難
な
場
合
も
多
い
が
、
服
装
・
持
ち
物
や
描
か
れ
た
場
所
な
ど
か
ら
、

可
能
な
限
り
推
定
し
て
記
述
し
て
い
る
。
特
段
の
記
述
を
し
が
た
い
も
の
は
最
後
に

「
不
明
」
と
し
て
ま
と
め
て
あ
り
、「
合
計
」
が
す
な
わ
ち
描
か
れ
た
人
物
の
総
数
と

な
る
。
甲
本
が
一
四
二
六
人
、
乙
本
が
一
一
七
二
人
で
、
全
体
の
比
率
で
言
え
ば
、

乙
本
に
描
か
れ
た
人
物
数
は
、
甲
本
の
約
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

①
従
者
と
主
人
―
路
上
の
人
物

　
「
身
分
・
職
業
」の
表
で
一
番
多
く
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
は
、甲
本
で
は「
従
者
」

の
一
三
六
人（
甲
1
）で
あ
り
、乙
本
の
二
二
人（
乙
4
）よ
り
は
る
か
に
多
く
、「
主
人
」

の
六
八
人
（
甲
3
）
も
乙
本
の
一
七
人
（
乙
6
）
よ
り
か
な
り
多
い
。「
主
人
」
の

範
疇
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、「
主
人
（
僧
侶
）」（
甲
6
、二
六
人
）
や
「
主
人
カ
」

（
甲
17
、
九
人
）
な
ど
も
別
に
あ
る
の
で
、
実
際
は
さ
ら
に
差
が
広
が
る
。
こ
れ
は
、

甲
本
が
、
路
上
に
現
れ
た
集
団
の
社
会
的
な
関
係
を
よ
く
描
い
て
い
る
の
が
主
な
原

因
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、幕
府
門
前
に
描
か
れ
た
公
家
や
武
家
の
行
列
（
図
3
）
や
、

輿
を
囲
む
集
団
、
高
位
の
僧
侶
に
従
う
僧
侶
や
下
男
（
後
掲
の
図
53
）、
と
い
っ
た

集
団
は
、
乙
本
に
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
乙
本
の
路
上
に
描
か
れ
た
人
物

は
、二
、三
人
程
度
の
小
さ
な
集
団
や
関
係
性
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
（
図

4
）。

　

乙
本
は
全
体
的
に
、
特
定
の
場
面
に
そ
の
場
面
と
関
係
の
あ
る
人
物
を
集
中
し
て

描
く
傾
向
が
あ
り
、
場
面
と
の
関
係
が
希
薄
な
路
上
の
人
物
な
ど
で
は
性
格
が
あ
い

ま
い
に
な
り
が
ち
だ
が
、
甲
本
の
方
は
、
特
定
の
場
面
に
依
存
し
な
い
路
上
の
人
物

な
ど
で
も
、
個
々
の
人
間
を
よ
り
個
性
的
に
細
か
く
描
き
分
け
て
い
る
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
表
の
問
題
か
ら
は
離
れ
る
が
、
乙
本
に
は
甲
本
に
は
見
ら
れ
な
い
描
写
も
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［洛中洛外図屏風「歴博甲本」と「歴博乙本」の人物データベースによる比較］……小島道裕・森下佳菜・大薮 海

1 ★ 従者 136
2 ★ 僧侶 69
3 ★ 主人 68
4 ★ 犬神人 51
5 ★ 駕輿丁 27
6 ★ 主人（僧侶） 26
7 ★ 尼僧 26
8 ★ 農民 25
9 ★ 振売 21
10 武士 20
11 小姓 20
12 喝食（稚児） 16
13 巡礼 15
14 従者（武士） 13
15 ★ 物乞い 12
16 ★ 公家 12
17 ★ 主人ヵ 9
18 武士ヵ 9
19 番匠 6
20 従者ヵ 6
21 従者（僧侶） 6
22 白張 5
23 庭掃き 5
24 能役者（囃子方） 5
25 鉢叩き 5
26 琵琶法師 5
27 牛方 4
28 馬方 4
29 桂女 4
30 高野聖 4
31 材木売りヵ 4
32 従者（口取） 4
33 職人（染色） 4
34 僧侶（勧進聖） 4
35 立君（遊女） 4
36 筏師 3
37 ★ 犬神人（弦召） 3
38 鉦叩き 3
39 小姓ヵ 3
40 猿曳（猿回し） 3
41 ★ 柴売り 3
42 主人（公家） 3
43 能役者（地謡） 3
44 比丘尼 3
45 山伏 3
46 公家ヵ 3
47 いたかヵ 2
48 大原女 2
49 傀儡師（人形遣い） 2
50 輿舁き 2
51 薦僧 2

表 1―1　甲本
52 主人（山伏） 2
53 鷹匠 2
54 能役者 2
55 ★ 振売（かわらけ売） 2
56 巫女ヵ 2
57 絵師 1
58 河原者 1
59 河原者（犬放） 1
60 行商人 1
61 下女ヵ 1
62 下男ヵ 1
63 下人ヵ 1
64 従者（公家） 1
65 主人（禰宜ヵ） 1
66 主人（武士） 1
67 商人 1
68 僧侶（勧進聖）ヵ 1
69 僧侶（少年僧） 1
70 僧侶ヵ 1
71 竹売り 1
72 竹売りヵ 1
73 寺男ヵ 1
74 取次 1
75 尼僧ヵ 1
76 禰宜 1
77 禰宜ヵ 1
78 農民ヵ 1
79 囃子 1
80 放下師 1
81 辻子君（遊女） 1
82 不明 694

合計 1426

1 ★ 犬神人 61
2 ★ 駕輿丁 39
3 ★ 武士ヵ 37
4 ★ 従者 22
5 ★		 僧侶 20
6 ★ 主人 17		
7 ★ 声聞師（大黒） 15
8 武士 12
9 ★ 公家 10
10 ★ 農民 9
11 巡礼 7
12 大原女 7
13 ★ 犬神人（弦召） 6
14 小姓（房） 6
15 ★ 振売（野菜売り） 6
16 ★ 振売 5
17 行商人ヵ 4
18 ★ 尼僧 3
19 巡礼ヵ 3
20 高野聖 3
21 庭掃き 3
22 馬方 3
23 鉢叩 3
24 辻子君（遊女） 3
25 喝食（稚児） 2
26 猿曳（猿回し） 2
27 いたかヵ 2
28 小姓 2
29 竹売り 2
30 筏師 2
31 ★ 僧侶（社僧） 2
32 桂女 2
33 鳥刺し 2
34 ★ 物乞い 2
35 山伏 2
36 禰宜 2
37 地黄煎売りヵ 1
38 柴売り 1
39 主人（僧侶） 1
40 立君（遊女） 1
41 物乞いヵ 1
42 湯女 1
43 茶屋 1
44 振売ヵ 1
45 神官ヵ 1
46 鷹匠ヵ 1
47 不明 834

合計 1172

表 1―2　乙本

表 1 　身分・職業など
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②
犬
神
人
、
駕
輿
丁

　
「
身
分
・
職
業
」
の
項
目
で
、
乙
本
で
最

も
多
く
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
の
は
「
犬い
ぬ
じ
に
ん

神
人
」

（
乙
1
）
の
六
一
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

祇
園
祭
礼
の
場
面
に
多
く
の
人
数
が
描
か
れ

て
お
り
、
武
装
し
て
神
輿
な
ど
を
警
固
す
る

人
物
を
祇
園
社
の
犬
神
人
と
し
て
数
え
て
い

る
た
め
で
あ
る
（
図
5
）。
甲
本
も
同
様
で
、

五
一
人
（
甲
4
）
と
か
な
り
の
人
数
に
上
る

が
、
乙
本
の
方
が
さ
ら
に
多
い
。「
犬
神
人

（
弦つ
る
め
そ召
）」
も
、
乙
本
で
は
六
名
が
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
い
る
が
（
乙
13
）
い
ず
れ
も
祇
園
祭

礼
の
神
輿
を
先
導
す
る
集
団
と
し
て
描
か
れ

た
も
の
で
あ
る
（
図
6
〈
以
下
の
図
は
論
文

末
に
掲
載
〉）。
柿
色
衣
を
着
て
白
い
頭
巾
を

被
っ
た
「
弦
召
」
の
姿
は
甲
本
に
も
見
ら
れ

る
が
、
祇
園
祭
礼
の
場
面
（
神
輿
の
後
ろ
）

に
二
人
い
る
他
、
細
川
邸
の
近
く
な
ど
で
、

実
際
に
弦
を
売
る
様
子
も
描
か
れ
て
お
り

（
図
7
）、
特
定
の
場
面
に
特
定
の
人
物
を
集

中
さ
せ
る
乙
本
に
対
し
て
、
個
別
の
人
物
像

見
ら
れ
、
例
え
ば
路
上
の
人
物
で
も
、
夫
婦
連
れ
を
思
わ
せ
る
男
女
の
ペ
ア
が
描
か

れ
て
い
る
（
図
4
の
中
央
付
近
他
）。
一
般
に
日
本
の
中
世
の
絵
画
で
は
屋
外
の
場

面
で
は
男
女
を
別
に
描
く
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
乙
本
に
見
ら
れ
る
近
世
的
な
要

素
の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
武
士
に
つ
い
て
は
、
服
装
だ
け
で
見
分
け
る
の
は
困
難
で
、
幕
府
や
細
川

邸
な
ど
に
描
か
れ
た
武
士
ら
し
い
者
を
判
断
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
絶
対
数
と
し

て
は
必
ず
し
も
多
く
な
っ
て
い
な
い
が
、
幕
府
や
細
川
邸
の
周
辺
で
折
烏
帽
子
（
侍

烏
帽
子
）
を
着
け
た
者
な
ど
を
「
武
士
カ
」
と
し
た
と
こ
ろ
、
乙
本
で
は
上
位
（
乙

3
）
と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
、
特
定
の
場
面
に
関
係
あ
る
人
物
を
集
中
し
て
描
く

と
い
う
乙
本
の
特
徴
が
出
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

図 3　甲本の路上の集団（幕府前の武家の行列）　甲 _左 _1
	 ※「甲 _左 _1」は，「甲本左隻第１扇」の意。以下同。

図 4　乙本の路上の人物例　乙 _右 _4
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を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
描
く
甲
本
と
い
う
両
者
の
描
写
態
度
の
差
が
現
れ
て
い
る
。

　

神
輿
を
担
ぐ
「
駕
輿
丁
」
の
人
数
が
、
乙
本
が
三
九
人
（
乙
2
）
と
甲
本
の
二
七

人
（
甲
5
）
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
の
も
、
乙
本
が
祇
園
祭
礼
お
よ
び
御
霊
会
（
上

御
霊
神
社
の
祭
礼
）
と
い
う
、
神
輿
の
あ
る
祭
礼
を
二
つ
も
描
き
、
そ
こ
に
人
数
を

か
け
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
実
際
の
図
で
見
る
と
、祇
園
会
の
駕
輿
丁
は
、

甲
本
・
乙
本
と
も
に
白
小
袖
だ
が
（
図
8
・
9
）、
乙
本
に
の
み
描
か
れ
た
御
霊
会

で
は
、
駕
輿
丁
は
白
小
袖
で
は
な
く
色
と
模
様
の
あ
る
普
通
の
小
袖
袴
に
な
っ
て
い

る
（
図
10
）。

③
公
家
と
内
裏
の
情
景

　

特
定
の
場
面
に
特
定
の
人
物
群
を
集
中
し
て
描
く
乙
本
の
傾
向
は
、
公
家
や
内
裏

の
描
き
方
に
も
表
れ
て
い
る
。
甲
本
で
は
、
公
家
は
一
二
名
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い

る
が
（
甲
16
）、描
か
れ
て
い
る
場
所
は
、内
裏
、内
裏
の
裏
、三
条
西
邸
、幕
府
門
前
、

と
様
々
で
あ
り
、
服
装
も
、
束
帯
、
衣
冠
、
直
衣
、
直
垂
と
、
場
面
に
よ
っ
て
描
き

分
け
ら
れ
て
い
る
（
図
11
～
13
）。

　

乙
本
の
公
家
は
一
〇
人
を
数
え
る
が
（
乙
9
）、
二
条
邸
に
描
か
れ
た
主
人
ら
し

き
一
人
と
飛
鳥
井
邸
の
一
人
を
除
く
と
、
す
べ
て
内
裏
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
（
図

14
・
15
）。
衣
冠
の
袍
は
黒
と
赤
の
二
種
類
が
あ
り
、
こ
れ
は
官
位
に
よ
る
違
い
と

い
う
実
態
と
も
言
え
る
が
、
乙
本
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
褌
に
も
黒
と
赤
が
あ
り
、

編
笠
に
垂
ら
す
布
も
白
と
赤
が
あ
る
な
ど
、
同
じ
物
で
も
色
を
描
き
分
け
、
特
に
赤

色
を
交
ぜ
る
傾
向
が
あ
る
。

　

内
裏
の
情
景
に
つ
い
て
言
え
ば
、
紫
宸
殿
の
庭
前
で
行
わ
れ
て
い
る
行
事
は
、

甲
本
・
乙
本
共
に
正
月
儀
礼
で
あ
る
が
、
甲
本
が
実
際
は
廃
れ
つ
つ
あ
る
節
会

の
場
面
な
い
し
年
始
の
拝
賀
の
場
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
〔
近

藤 
二
〇
一
三
、
藤
原 

二
〇
一
五
〕
の
に
対
し
て
、
乙
本
は
中
世
末
期
に
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
三さ
ぎ
ち
ょ
う

毬
杖
で
あ
り
、
描
か
れ
て
い
る
人
物
も
、
踊
り
と
囃
子
を
行
っ
て
い
る

声し
よ
う
も
じ

聞
師
（
大だ
い
黒こ
く
）
の
一
行
が
描
か
れ
〔
杉
山 

二
〇
〇
九
〕、
計
一
五
名
と
い
う
結
果

図 5　乙本・祇園会の神輿を警固する犬神人　乙 _右 _2

【身分・職業など】　犬神人
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に
な
っ
て
い
る
（
乙
7
）（
図
16
・
17
）。

④
僧
侶
・
尼
僧

　

僧
侶
と
尼
僧
の
描
き
方
に
は
、
甲
本
と
乙
本
で
顕
著
な
違
い
が
表
れ
て
い
る
。
ま

ず
「
僧
侶
」
と
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
比
較
し
て
も
、
甲
本
が
六
九
人
（
甲
2
）、
乙

本
が
二
〇
人
（
乙
5
）
と
、
甲
本
の
方
が
は
る
か
に
多
い
。
服
装
（
法
衣
）
に
つ
い

て
は
そ
の
項
で
別
途
述
べ
る
が
、
甲
本
が
宗
派
の
違
い
を
反
映
し
た
様
々
な
も
の
を

描
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
乙
本
は
、
法
衣
と
し
て
は
「
直じ
き
と
つ裰

型
」
と
し
た
一
般
的

な
タ
イ
プ
の
も
の
し
か
な
く
、
宗
派
ご
と
の
描
き
分
け
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

尼
僧
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
違
い
は
さ
ら
に
激
し
い
。
甲
本
で
は
尼
僧
は
二
六

人
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
お
り
（
甲
7
）、
尼
寺
の
尼
僧
が
歩
く
風
景
（
図
18
）
の
他
、

後
家
尼
と
思
わ
れ
る
法
衣
を
着
た
女
性
が
家
族
と
思
わ
れ
る
若
い
女
性
た
ち
と
連
れ

だ
っ
て
外
出
し
て
い
る
場
面
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
だ
が
（
図
19
・
20
）、
し
か

し
乙
本
で
は
、
尼
僧
と
カ
ウ
ン
ト
で
き
た
の
は
わ
ず
か
三
名
で
あ
る
（
乙
18
）。
尼

門
跡
で
あ
る
南
み
な
み
の
ご
し
よ

御
所
の
門
前
に
剃
髪
し
た
女
性
ら
し
き
人
物
が
い
る
の
が
そ
れ
で

（
図
21
）、
描
か
れ
た
場
所
か
ら
一
応
尼
僧
と
見
な
し
た
が
、
法
衣
を
着
け
て
い
る
わ

け
で
も
な
く
、
典
型
的
な
尼
僧
の
姿
と
な
る
と
、
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
甲

本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
家
族
を
引
き
連
れ
た
後
家
尼
は
全
く
お
ら
ず
、
傘
を
さ
し

た
尼
僧
も
い
な
い
。
乙
本
で
は
、
そ
れ
ら
に
代
わ
っ
て
、
被
衣
な
ど
で
着
飾
っ
た
女

性
の
一
行
が
目
立
ち
（
図
22
・
23
）。
ま
た
傘
に
つ
い
て
も
、
甲
本
で
は
傘
を
持
つ

女
性
は
、
検
索
し
て
み
る
と
尼
僧
の
み
（
五
人
）
だ
が
、
乙
本
で
は
、
赤
い
傘
や
模

様
の
入
っ
た
傘
を
着
飾
っ
た
女
性
が
さ
す
光
景
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
甲
本
と
乙
本

の
図
像
を
見
比
べ
る
と
、
先
頭
に
立
っ
て
一
行
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
後
家
尼
が
、
着

飾
っ
た
女
性
（
服
の
色
は
主
に
赤
）
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

乙
本
が
尼
僧
な
い
し
後
家
尼
に
極
め
て
冷
淡
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
の
は
特
徴
的

で
あ
り
、
発
注
者
や
時
代
差
の
問
題
に
結
び
つ
く
と
思
わ
れ
る
。

⑤
農
民

　

農
民
は
、
順
位
で
は
、
甲
本
が
八
位
、
乙
本
が
一
〇
位
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、

人
数
と
し
て
は
、
甲
本
の
二
五
人
（
甲
8
）
に
対
し
て
乙
本
は
九
人
（
乙
10
）
と
か

な
り
差
が
あ
る
。
共
に
農
作
業
の
風
景
を
描
い
て
い
る
の
だ
が
、
甲
本
の
方
が
は
る

か
に
充
実
し
て
お
り
、
季
節
を
追
っ
て
、
施
肥
、
牛
耕
、
田
打
ち
、
麦
刈
り
、
草
取
り
、

振
り
釣
瓶
に
よ
る
灌
漑
、稲
束
の
運
搬
、と「
四
季
農
耕
図
」的
な
色
彩
が
あ
る
が（
図

24
～
30
）、
乙
本
は
、
作
業
を
特
定
で
き
る
の
は
、
田
打
ち
、
稲
刈
り
、
稲
束
の
運

搬
く
ら
い
で
（
図
31
～
33
）、
具
体
的
な
作
業
で
は
な
く
畦
道
を
歩
い
て
い
る
場
面

も
あ
る
（
図
34
）。
牛
も
、
甲
本
・
乙
本
共
に
水
牛
の
よ
う
な
角
の
あ
る
牛
で
、
中

国
画
由
来
の
粉
本
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
甲
本
の
方
は
鋤
を
付
け
て
耕
し
て

い
る
（
図
25
）
の
に
対
し
て
、
乙
本
は
畦
道
を
歩
い
て
い
る
だ
け
で
（
図
35
）、
や

は
り
乙
本
は
行
為
が
あ
い
ま
い
な
傾
向
が
あ
る
。

　

た
だ
、
乙
本
は
、
大
根
畑
の
畦
道
で
、
大
根
を
頭
に
載
せ
た
女
性
二
人
（
図
36
）

お
よ
び
朸お
う
ごを

担
い
だ
男
性
一
人
を
描
い
て
お
り
、
次
の
「
振
売
」
の
項
で
も
述
べ
る

が
、
農
業
関
係
で
独
自
の
画
像
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
振
売

　

個
別
の
職
業
に
つ
い
て
は
、振
売
に
や
や
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
甲
本
は
「
振
売
」

で
二
一
人
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
お
り
（
甲
9
）、
朸
で
担
い
で
い
る
桶
や
籠
の
描
写

か
ら
、魚
売
り
、菜
売
り
、油
売
り
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
、柴
売
り
（
三

人
、
甲
41
）
や
、
か
わ
ら
け
売
り
（
二
人
、
甲
55
）
な
ど
が
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る

（
図
37
～
40
）。
こ
れ
ら
の
職
種
は
、
い
ず
れ
も
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
に
登
場
す

る
こ
と
か
ら
、
直
接
実
態
を
描
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
文
学
作
品
と
の
親
和
性
が
高

い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
乙
本
の
方
は
、「
振
売
（
野
菜
売
り
）」
六
名
（
乙
15
）
お
よ
び
「
振

売
」
五
名
（
乙
16
）
と
な
り
、
朸
や
駕
籠
の
中
が
分
か
る
の
は
、
菜
、
大
根
、
人
参

か
と
思
わ
れ
る
赤
い
も
の
な
ど
、
い
ず
れ
も
お
そ
ら
く
野
菜
で
あ
り
（
図
41
～
44
）、
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そ
れ
以
外
の
商
品
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
。
乙
本
は
、
先
述
の
よ
う
に
大
根
と
思
わ

れ
る
白
い
根
の
部
分
が
あ
る
野
菜
の
畑
も
画
中
に
描
い
て
お
り
、
ま
た
、
店
頭
に
も

大
根
ら
し
い
物
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
45
）。
お
そ
ら
く
何
ら
か
の
現
実
を
背
景
に

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
野
菜
類
に
対
す
る
関
心
と
い
う
、
や
や
意
外
な
面
を
乙

本
が
見
せ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
、
ま
た
生
業
の
と
ら
え
方
に
か
な
り
偏
り
が

あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

⑦
物
乞
い
な
ど

　

物
乞
い
は
、甲
本
で
は
一
二
人
を
数
え
（
甲
15
）、か
な
り
の
人
数
が
様
々
な
所
に
、

そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
乙
本
で
は
明
瞭
な
も
の
は
二
人
の
み
で
あ

り
（
乙
34
）、
場
所
も
、
甲
本
に
も
描
か
れ
て
い
る
誓
願
寺
の
門
前
で
、
定
型
的
な

表
現
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
、
芸
能
民
的
な
存
在
も
、
内
裏

の
声
聞
師
（
大
黒
）
を
除
け
ば
、
乙
本
は
甲
本
よ
り
種
類
が
少
な
い
。

（
二
）
服
装　
〔
表
2
〕

①
直
衣
と
狩
衣

　

服
装
は
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
た
め
分

類
が
多
い
が
、
全
体
的
に
は
乙
本
の
方
が
少
な
い
。
服
の
種
類
と
し
て
も
、
上
位
に

位
置
す
る
小
袖
（
甲
1
、
乙
1
）、
肩
か
た
ぎ
ぬ
ば
か
ま

衣
袴
（
甲
2
、
乙
2
）、「
小
袖
・
袴
」（
甲

4
、
乙
3
）
な
ど
は
あ
ま
り
違
わ
な
い
が
、
甲
本
に
は
見
ら
れ
る
狩か
り
ぎ
ぬ衣
や
直の
う
し衣
が
乙

本
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
直
衣
（
甲
32
）
は
、
甲
本
に
は
内
裏
付
近
に
四
人
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
乙
本
で
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
公
家
の
描
写
態
度
の
違
い
に
基
づ
く

も
の
で
、
甲
本
で
は
先
述
の
よ
う
に
公
家
を
様
々
な
場
所
に
多
様
な
服
装
で
描
き
分

け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
乙
本
で
は
公
家
は
ほ
ぼ
内
裏
の
中
の
衣
冠
姿
に
限
定
さ
れ

る
。

　

狩
衣
は
、甲
本
で
は
、単
に
「
狩
衣
」
と
さ
れ
た
も
の
は
一
〇
人
（
甲
13
）、他
に
「
狩

衣
（
浄
衣
）」
三
人
（
甲
36
）、「
狩
衣
カ
」
二
人
（
甲
51
）、「
狩
衣
・
浅
沓
」
一
人
（
甲

68
）
と
、
計
一
六
人
に
上
り
、
具
体
的
に
は
、
内
裏
の
公
家
や
白
は
く
ち
よ
う

張
（
白
丁
。
白
い

狩
衣
の
従
者
）、
観
世
能
の
演
者
（
地じ
う
た
い謡

）、
禰
宜
（
上
賀
茂
社
）
な
ど
が
あ
る
（
図

46
～
49
）。
こ
れ
に
対
し
、
乙
本
で
は
「
狩
衣
（
浄
衣
）」
が
二
名
の
み
（
乙
43
）
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
松
尾
社
の
神
官
な
の
で
（
図
50
）、
一
般
の
狩
衣
姿
は
描
か
れ
て

い
な
い
こ
と
に
な
る
。

②
法
衣

　

さ
ら
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
の
は
僧
侶
の
描
き
方
で
あ
り
、
甲
本
は
き
わ
め
て
多

様
な
僧
侶
の
姿
を
描
き
分
け
て
い
る
。
表
2
―
1
の
「
法
衣
」
関
係
で
は
、
甲
3
、

23
、
27
、
33
、
そ
れ
に
甲
57
～
60
や
甲
86
～
90
と
、
多
様
な
組
み
合
わ
せ
が
う
か
が

え
る
。

　

具
体
的
に
写
真
で
見
る
と
、
ま
ず
甲
本
の
法
衣
は
直じ
き
と
つ裰

型
と
素そ
け
ん絹

型
が
あ
り
（
図

51
～
54
）（
2
（

、そ
れ
ぞ
れ
に
帽
子
、袈
裟
、沓
な
ど
が
付
属
す
る
。
第
三
位（
甲
3
）と
な
っ

て
い
る
単
純
な
直
裰
型
の
例
と
し
て
は
、
図
51
の
百
万
遍
知
恩
寺
門
前
や
、
図
52
の

黒
谷
（
金
戒
光
明
寺
）
門
前
の
例
が
あ
り
（
後
者
は
僧
帽
を
被
っ
て
い
る
が
、
被
り

物
は
別
の
項
目
な
の
で
、
こ
の
表
で
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
）、
共
に
浄
土
宗
の
僧

で
あ
る
。
ま
た
、
甲
88
で
「
法
衣
（
直
裰
型
・
緋
袈
裟
・
鼻
髙
沓
（
法
堂
沓
）」
と

さ
れ
て
い
る
の
は
図
53
で
あ
り
、
大
徳
寺
の
境
内
に
も
ほ
ぼ
同
じ
図
像
の
僧
が
い
る

の
で
、
禅
宗
の
高
僧
と
考
え
ら
れ
る
。
甲
58
の
「
法
衣
（
素
絹
型
，
僧
綱
襟
）・
袈
裟
」

は
図
54
で
、
場
所
は
妙
覚
寺
で
あ
る
か
ら
、
法
華
宗
の
僧
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
甲
本
は
宗
派
の
別
と
身
分
の
別
を
意
識
し
て
描
き
分
け
て
い
る

が
（
3
（

、
こ
れ
に
対
し
て
乙
本
の
方
は
、
法
衣
は
基
本
的
に
直
裰
型
し
か
な
く
、
先
に
見

た
妙
覚
寺
の
例
で
も
、
図
55
の
よ
う
に
、
法
華
宗
的
な
特
徴
的
な
表
現
は
全
く
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
単
に
僧
侶
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
み
の
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
化
し
た
描
写

に
な
っ
て
い
る
。

　

乙
本
の
僧
侶
の
図
像
に
見
ら
れ
る
多
少
の
変
化
と
し
て
は
、
作
業
（
剃
髪
）
中
の
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1 ★ 小袖 606
2 ★ 肩衣袴 126
3 ★ 法衣（直裰型） 105
4 ★ 小袖・袴 101
5 小袖・脚絆 57
6 直垂型 51
7 小袖・胴服 51
8 鎧・脚絆 30
9 付紐の小袖 24
10 鎧 21
11 小袖・前掛け 18
12 小袖ヵ 13
13 ★ 狩衣 10
14 （不明） 9
15 小袖・脚絆・蓑 8
16 小袖（腰に絡げる）・褌 8
17 小袖・笈摺・脚絆 8
18 小袖・笈摺・脚絆・腰当 7
19 腰布 6
20 小袖（両肌脱ぎ，腰に絡げる）・褌 6
21 小袖・褌 6
22 小袖・袴・脚絆・足袋 6
23 ★ 法衣（直裰型）・襟巻 6
24 小袖（両肌脱ぎ） 5
25 水干・袴 5
26 白張 5
27 ★ 法衣（直裰型）・脚絆 5
28 十徳・脚絆 4
29 小袖（片肌脱ぎ） 4
30 小袖・羽織 4
31 小袖・脚絆・腰当 4
32 ★ 直衣・浅沓 4
33 ★ 法衣（直裰型）・袈裟 4
34 ★ 褌 4
35 柿色の衣 3
36 ★ 狩衣（浄衣） 3
37 十徳 3
38 小袖（腰に絡げる） 3
39 小袖・袴・脚絆 3
40 小袖・袴・胴服 3
41 小袖・袴ヵ 3
42 小袖・腰当 3
43 小袖・腰蓑 3
44 小袖・蓑 3
45 小袖ヵ・脚絆 3
46 直垂型・行縢 3
47 付紐の小袖ヵ 3
48 （見えず） 2
49 肩衣袴ヵ 2
50 腰布・腰当 2

51 ★ 狩衣ヵ 2
52 小袖（両肌脱ぎ）・脚絆 2
53 小袖・葛袴・鴨沓 2
54 小袖・脚絆・腰蓑 2
55 小袖・袴（大口）・胴服 2
56 直垂型・脚絆 2
57 ★ 法衣（素絹型）・袈裟 2
58 ★ 法衣（素絹型，僧綱襟）・袈裟 2
59 ★ 法衣（直裰型）・緋袈裟 2
60 ★ 法衣（白直裰）・覆面 2
61 衣冠ヵ 1
62 汚れた布を被る 1
63 ★ 肩衣袴（返股立） 1
64 鎧ヵ 1
65 合羽・小袖・股引・脚絆 1
66 腰布・脚絆 1
67 腰布ヵ 1
68 ★ 狩衣・浅沓 1
69 小袖（下に鎧を着ける）・脚絆 1
70 小袖（半裸） 1
71 小袖（片肌脱ぎ，腰に絡げる）・褌 1
72 小袖（両肌脱ぎ，腰に絡げる） 1
73 小袖（両肌脱ぎ，腰に絡げるヵ） 1
74 小袖・ちゃんちゃんこ 1
75 小袖・肩衣 1
76 小袖・袴・脚絆・腰当 1
77 小袖・袴・行縢 1
78 小袖・股引・脚絆 1
79 小袖・前掛け・太帯 1
80 小袖・前掛けヵ 1
81 小袖・太帯 1
82 小袖・打掛 1
83 束帯 1
84 直垂型ヵ 1
85 布袴・浅沓 1
86 ★ 法衣（直裰型）・掛絡・脚絆 1
87 ★ 法衣（直裰型）・緋袈裟・脚絆 1
88 ★ 法衣（直裰型）・緋袈裟・鼻高履（法堂沓） 1
89 ★ 法衣（直裰型）・覆面 1
90 ★ 法衣（直裰型）ヵ・脚絆 1

合　計 1426

表 2―1　甲本

表 2 　服装
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1 ★ 小袖 505
2 ★ 肩衣袴 117
3 ★ 小袖・袴 100
4 小袖ヵ 61
5 直垂型 48
6 鎧・脚絆 29
7 小袖（袖をまくって腕を出す） 27
8 直垂型ヵ 22
9 小袖・脚絆 21
10 小袖・前掛 20
11 小袖・胴服 16
12 鎧 16
13 ★ 褌 15
14 ★ 法衣（直裰型） 15
15 ★ 肩衣袴（返股立） 12
16 小袖（袖をまくって腕を出す、褌が見える） 9
17 小袖・袴ヵ 9
18 小袖・腰蓑・脚絆 7
19 （見えず） 6
20 小袖・笈摺 6
21 柿色の衣・脚絆 6
22 小袖・袴（返股立） 6
23 小袖（袖をまくって腕を出す）・脚絆 5
24 直垂型（返股立）・腰当 5
25 小袖（付紐） 5
26 小袖・羽織 4
27 小袖・袴（返股立）・脚絆 4
28 （身に着けず） 3
29 小袖・腰蓑 3
30 小袖・袴・胴服 3
31 直垂型（返股立）・腰当ヵ 3
32 布袴 3
33 布袴・浅沓 3
34 小袖・袴（大口）・胴服・脚絆 3
35 肩衣袴（返股立ヵ） 3
36 法衣ヵ 3
37 小袖（褌が見える） 2
38 直垂型（返股立）・結袈裟 2
39 布袴ヵ 2
40 ★ 法衣（直裰型）・覆面 2

表 2―2　乙本

41 肩衣袴ヵ 2
42 腰布 2
43 ★ 狩衣（浄衣） 2
44 小袖（両肌脱ぎ） 2
45 小袖・腰当 2
46 小袖（片肌脱ぎ） 2
47 小袖・脚絆・腰当ヵ 2
48 小袖・袴・胴服 2
49 （不明） 1
50 肩衣袴（片肌脱ぎ） 1
51 肩衣袴ヵ（片肌脱ぎ） 1
52 小袖（肩から布を掛ける） 1
53 小袖・袴（片肌脱ぎ） 1
54 小袖ヵ・脚絆ヵ 1
55 白衣（袖をまくって腕を出す）ヵ 1
56 鎧・脚絆ヵ 1
57 袍ヵ（盤領の中国風の衣装） 1
58 小袖（片肌脱ぎ）・脚絆 1
59 小袖（両肌脱ぎ）・脚絆 1
60 小袖・前掛ヵ 1
61 十徳 1
62 小袖・脚絆・覆面 1
63 肩衣袴（返股立）・脚絆 1
64 小袖・胴服・脚絆 1
65 小袖・袴（返股立）ヵ 1
66 小袖・袴・胴服・脚絆 1
67 小袖・袴・脚絆 1
68 小袖（袖をまくって腕を出す）・前掛け 1
69 小袖ヵ・笈摺ヵ 1
70 小袖・笈摺・腰当 1
71 小袖・袴・脚絆 1
72 小袖・脚絆・腰当 1
73 小袖・袴・羽織 1

合　計 1172
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ど
、袴
を
た
く
し
上
げ
て
い
る
人
物
の
多
く
に
返
股
立
が
認
め
ら
れ
る（
図
66
～
69
）。

返
股
立
は
一
般
的
に
は
警
固
の
武
士
の
装
束
と
さ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
乙
本
の
作
者

は
必
要
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
所
に
描
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
三
）
被
り
物
〔
表
3
〕

①
編
笠
と
被
衣

　

被
り
物
の
上
位
を
見
る
と
、「
無
」
つ
ま
り
露
頭
が
過
半
で
、
被
り
物
の
種
類
と

し
て
は
、
編
笠
、
被
衣
、
頭
巾
、
折
烏
帽
子
、
頭
巾
と
、
一
般
的
な
も
の
の
種
類
に

は
大
き
な
違
い
は
な
い
。
し
か
し
順
位
に
は
差
が
あ
り
、
編
み
笠
の
両
脇
に
布
を
垂

ら
し
た
女
性
は
、
甲
本
で
は
「
無
」
を
除
け
ば
五
番
目
の
三
六
人
（
甲
6
）
だ
が
、

乙
本
で
は
、
編
笠
の
両
脇
に
布
を
垂
ら
し
た
女
性
が
八
三
人
と
最
も
多
い
（
乙
2
）。

図
像
と
し
て
は
、
甲
本
で
は
布
を
単
純
に
両
側
に
垂
ら
し
た
も
の
だ
け
だ
が
（
図
70

～
72
）
乙
本
で
は
、笠
の
下
で
一
度
輪
を
作
っ
た
も
の
と
二
種
類
に
な
っ
て
お
り
（
図

73
・
74
）、
ま
た
布
が
赤
い
も
の
も
あ
る
（
図
75
）。
な
お
、
甲
本
の
図
72
は
、
風
流

踊
の
早
乙
女
姿
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
口
髭
が
あ
る
の
で
男
性
の
女
装
で
あ
る
〔
平

野　

一
九
九
二
〕。
編
笠
と
垂
ら
し
た
布
が
女
性
の
、
口
髭
が
男
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
甲
本
で
は
、
女
性
の
描
き
方
と
し
て
は
被
衣
の
方
が
、
九
二
人
（
甲
3
）

と
ず
っ
と
多
い
。
乙
本
も
被
衣
は
五
一
人
（
乙
4
）
と
多
い
が
順
位
は
編
笠
よ
り
下

が
る
。
な
お
、
澤
田
和
人
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
乙
本
の
被
衣
は
近
世
的
な
藍
染

め
の
も
の
が
多
く
、
甲
本
の
被
衣
が
小
袖
と
変
わ
ら
な
い
色
使
い
で
描
か
れ
て
い
る

こ
と
と
は
違
い
が
あ
る
。

②
折
烏
帽
子
と
冠

　

男
性
で
は
、折
烏
帽
子
は
、甲
本
の
四
一
人（
甲
5
）に
対
し
て
、乙
本
は
六
〇
人（
乙

3
）
と
乙
本
の
方
が
多
い
。
甲
本
で
は
、
幕
府
や
細
川
邸
（
図
76
）
の
他
、
乙
本
に

は
な
い
観
世
能
の
能
舞
台
の
地
謡
や
囃
子
方
に
も
描
か
れ
て
お
り
（
図
77
）、
ま
た

白
衣
の
も
の
の
他
、図
56（
百
万
遍
）の
例
の
よ
う
に
、灰
色
の
衣
服
を
着
た
僧
が
従
っ

て
い
た
り
、あ
る
い
は
図
57
の
よ
う
に
前
を
歩
く
僧
が
頭
巾
を
被
っ
て
い
る
、と
い
っ

た
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
並
ん
で
歩
く
二
人
の
身
分
や
年
齢
の
差
を
表
し
た
も
の
と

思
わ
れ
、
路
上
を
歩
く
男
性
に
、
大
人
と
年
少
者
と
い
う
組
み
合
わ
せ
が
よ
く
見
ら

れ
る
こ
と
と
軌
を
一
に
し
た
表
現
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
、
乙
本
に
も
例
外
的
に
特
徴
的
な
服
装
を
し
た
僧
侶
が
あ
り
、
図
58
の
内
裏

付
近
を
歩
く
二
人
は
、
直
裰
型
の
法
衣
に
加
え
て
塗
笠
・
覆
面
と
い
う
変
わ
っ
た
格

好
に
描
か
れ
て
い
る
（
表
で
は
乙
40
）。
甲
本
に
も
、
白
い
直
裰
に
塗
笠
・
覆
面
の

人
物
が
二
人
い
る
の
で
（
図
59
）、同
様
の
存
在
か
と
思
わ
れ
る
が
、甲
本
の
描
写
は
、

『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
に
見
ら
れ
る
「
い
た
か
」
に
似
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は

そ
れ
を
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
他
、
茶
色
の
衣
と
白
い
袴
を
着
た
北

野
社
の
社
僧
（
図
60
）
は
、
甲
本
に
も
一
名
描
か
れ
て
い
る
が
、
乙
本
に
も
二
名
が

描
か
れ
て
い
る
。

③
褌

　

乙
本
に
多
く
甲
本
に
少
な
い
衣
服
と
し
て
は
褌
ふ
ん
ど
しが
あ
り
、
甲
本
が
四
人
（
甲
34
）

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
乙
本
は
一
五
人
（
乙
13
）
と
な
っ
て
い
る
。
描
か
れ
た
場
所

は
、
共
に
左
隻
の
一
条
風
呂
と
右
隻
の
鴨
川
で
泳
ぐ
場
面
で
あ
っ
て
共
通
し
て
い
る

の
だ
が
（
図
61
～
64
）、
乙
本
の
方
が
、
同
じ
場
面
に
同
じ
よ
う
な
人
物
像
を
集
中

的
に
描
く
傾
向
が
あ
る
た
め
、
人
数
の
差
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
な
お
、
乙
本
の

図
63
・
64
は
赤
褌
で
あ
る
。

④
返
股
立

　

こ
の
他
、「
返
か
え
し
も
も
だ
ち

股
立
」
も
、
甲
本
よ
り
乙
本
の
方
が
多
い
。
甲
本
で
は
、
右
隻
4

扇
下
の
主
人
の
後
ろ
を
歩
く
肩
衣
袴
の
太
刀
持
ち
一
人
の
み
で
あ
る
（
図
65
）。
こ

れ
に
対
し
乙
本
で
は
、「
肩
衣
袴
・
返
股
立
」
の
一
二
人
（
乙
15
）
を
始
め
と
し
て

計
三
〇
人
を
数
え
、
祭
礼
に
参
加
し
て
い
る
小
袖
袴
の
男
性
や
、
直
垂
姿
の
山
伏
な
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［洛中洛外図屏風「歴博甲本」と「歴博乙本」の人物データベースによる比較］……小島道裕・森下佳菜・大薮 海

1 ★ 無 810
2 ★ 編笠 202
3 ★ 被衣 92
4 ★ 頭巾 62
5 ★ 折烏帽子 41
6 ★ 編笠（布を垂らす） 36
7 （見えず） 29
8 ★ 僧帽 18
9 塗笠 16
10 立烏帽子 16
11 風折烏帽子 15
12 ★ 兜 14
13 （不明） 12
14 市女笠・被衣 10
15 萎烏帽子 5
16 兜巾 5
17 市女笠 5
18 鉢巻 4
19 白布（桂包） 4
20 笠（組笠） 3
21 風折烏帽子（赤い懸紐） 3
22 帽子 3
23 無ヵ 3
24 ★ 藁帽子 3
25 （裹頭） 2
26 ★ 冠 2
27 ★ 赤熊 2
28 頭巾ヵ 2
29 冠ヵ 1
30 高野笠 1
31 市女笠・頭巾 1
32 折烏帽子（長小結烏帽子） 1
33 塗笠ヵ 1
34 編笠ヵ 1
35 立烏帽子ヵ 1

合　計 1426

1 ★ 無 788
2 ★ 編笠（布を垂らす） 83
3 ★ 折烏帽子 60
4 ★ 被衣 51
5 ★ 編笠 41
6 ★ 頭巾 26
7 ★ 兜 18
8 （不明） 16
9 折烏帽子ヵ 10
10 ★ 冠 8
11 （見えず） 7
12 （布を垂らす） 7
13 頭巾ヵ 5
14 立烏帽子 5
15 ★ 兜巾ヵ・赤熊 5
16 兜ヵ 4
17 鉢巻 4
18 ★ 帽子・赤熊 4
19 ★ 兜・黒熊 4
20 編笠ヵ 3
21 兜巾 3
22 帽子 3
23 黒熊ヵ 3
24 風折烏帽子・赤熊 2
25 塗笠・覆面 2
26 頭巾・鉢巻 2
27 白布（桂包） 2
28 覆面・赤熊 1
29 兜・赤熊 1
30 頭巾・黒熊ヵ 1
31 兜・黒熊ヵ 1
32 唐冠 1
33 折烏帽子（長小結烏帽子） 1

合　計 1172

表 3―1　甲本 表 3―2　乙本

表 3 　被り物
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振
売
の
「
か
わ
ら
け
売
」
も
折
烏
帽
子
を
被
っ
て
い
る
の
は
、
職
人
の
古
典
的
な
姿

と
言
え
よ
う
（
図
78
）。
乙
本
は
、
数
は
甲
本
よ
り
多
い
の
だ
が
、
内
裏
の
大
黒
や
、

幕
府
・
細
川
邸
に
い
る
武
士
や
、
内
裏
三
毬
杖
場
面
の
声
聞
師
、
祇
園
祭
礼
の
犬
神

人
と
し
て
集
中
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
や
は
り
同
じ
場
所
に
特
定
の
人
物
像
を
多
数

描
く
傾
向
が
あ
る
（
図
79
～
81
）。

　

冠
は
、甲
本
が
二
人（
甲
26
）で
あ
る
の
に
対
し
て
、乙
本
は
八
人
と
多
く（
乙
10
）、

こ
れ
は
先
述
の
よ
う
に
、
内
裏
に
衣
冠
姿
の
公
家
を
集
中
的
に
描
い
て
い
る
た
め
で

あ
る
。

③
赤
熊
・
黒
熊
と
兜

　

乙
本
に
多
い
も
の
に
、
赤し
や
ぐ
ま熊

・
黒こ
ぐ
ま熊

が
あ
る
（
乙
15
、
18
、
19
な
ど
）。
こ
れ
は
、

祇
園
会
や
御
霊
神
事
の
場
面
で
兜
や
帽
子
に
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
甲
本
で
は

風
流
踊
の
二
人
に
見
ら
れ
る
の
み
（
甲
27
）
で
あ
る
が
（
図
82
）、
乙
本
で
は
祭
礼

の
場
面
に
、
兜と
き
ん巾

状
の
も
の
や
帽
子
と
共
に
、
あ
る
い
は
単
体
で
頭
の
飾
り
と
さ
れ

（
図
83
～
85
）
ま
た
兜
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
（
図
90
・
91
）。

　

兜
は
、
甲
本
は
一
四
人
（
甲
12
）、
乙
本
は
一
八
人
（
乙
7
）
と
、
表
で
は
乙
本

の
方
が
や
や
多
い
程
度
だ
が
、
図
像
で
比
べ
る
と
形
状
に
か
な
り
差
が
あ
る
。
甲
本

で
は
、
黒
い
毛
で
で
き
た
「
兜
蓑
」
を
兜
に
被
せ
た
も
の
は
目
に
付
く
も
の
の
、
兜

自
体
の
形
状
に
は
あ
ま
り
変
化
が
な
い
（
図
86
・
87
）。
こ
れ
に
対
し
乙
本
で
は
、

頭
が
尖
っ
た
も
の
や
大
き
な
角
が
付
い
た
も
の
、黒
熊
や
赤
熊
が
付
い
た
も
の
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
「
変
り
兜
」
と
見
な
せ
る
も
の
が
か
な
り
見
ら
れ
る
（
図
88
～
91
）。「
変

り
兜
」
は
、
戦
国
末
期
か
ら
織
豊
期
・
江
戸
時
代
前
期
こ
ろ
に
発
達
し
た
と
さ
れ
、

甲
本
は
ま
だ
そ
の
前
段
階
、
乙
本
は
す
で
に
そ
の
段
階
に
は
い
っ
た
段
階
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
。
時
代
の
差
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
4
（

。

　

こ
の
他
、
先
に
触
れ
た
僧
帽
（
甲
8
、
一
八
人
）
は
、
甲
本
で
は
浄
土
宗
や
禅
宗

の
僧
侶
に
認
め
ら
れ
る
が
（
図
52
・
53
）、
先
述
の
よ
う
に
乙
本
で
は
僧
侶
の
姿
が

ワ
ン
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
る
の
で
描
か
れ
て
い
な
い
。
甲
本
で
子
供
が
三
人
被
っ
て

い
る
藁
帽
子
の
よ
う
な
も
の
（
甲
24
）
も
乙
本
に
は
な
い
。

（
四
）
髪
形
〔
表
4
〕

　

髪
形
は
、
頭
の
部
分
が
よ
く
見
え
な
い
人
物
を
除
く
と
、
甲
本
・
乙
本
共
に
単
純

に
結
わ
え
た
「
た
ぶ
さ
髪
」
が
最
も
多
い
が
（
甲
2
、
乙
1
）、
乙
本
で
は
そ
の
次

に
多
い
「
二
つ
折
り
髷
」（
乙
3
、一
〇
八
人
）（
図
92
）
は
、甲
本
で
は
一
四
人
（
甲

13
）
と
ず
っ
と
少
な
い
。
こ
の
他
に
、
や
や
は
っ
き
り
し
な
い
「
二
つ
折
り
髷
カ
」

で
も
、
乙
本
は
二
八
人
（
乙
9
）、
甲
本
は
一
一
人
（
甲
16
）
と
乙
本
が
多
い
。
こ

れ
は
お
そ
ら
く
時
代
の
差
で
、
い
わ
ゆ
る
「
チ
ョ
ン
マ
ゲ
」
に
近
い
形
の
髷
が
、
よ

り
近
世
的
な
乙
本
に
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

乙
本
で
は
短
髪
も
甲
本
（
甲
26
、一
人
）
よ
り
多
い
が
（
乙
19
、四
人
＋
乙
12
「
短

髪
カ
」
一
三
人
）、
こ
れ
は
若
い
男
性
に
多
い
、
髷
が
な
い
単
純
な
描
き
方
で
、
あ

ま
り
明
瞭
に
描
い
て
い
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。「
蓬
髪
」
は
甲
本
が
一
四
人
（
甲

14
）、
乙
本
が
二
人
（
乙
22
）
だ
が
、
こ
れ
は
物
乞
い
の
髪
形
で
あ
り
、
乙
本
に
は

物
乞
い
自
体
が
少
な
い
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
。

（
五
）
髭
〔
表
5
〕

　

髭
は
、
共
に
「
無
」
が
第
一
位
だ
が
、
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
た
差

が
あ
り
、
甲
本
は
口
髭
が
多
く
、
乙
本
は
顎
髭
が
多
い
（
乙
2
な
ど
）（
図
93
）。
複

数
の
髭
を
持
つ
場
合
も
多
い
が
、
口
髭
だ
け
な
の
は
、
甲
本
で
は
二
五
二
人
（
甲

2
）
に
対
し
て
乙
本
は
二
五
人
（
乙
5
）、
顎
髭
の
み
は
、
甲
本
が
五
人
だ
け
（
甲

10
）
な
の
に
対
し
て
、
乙
本
は
四
七
人
（
乙
2
）
と
な
る
。
甲
本
で
は
、
風
流
踊
り

の
場
面
で
男
性
が
女
装
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
の
に
口
髭
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら

も
（
前
掲
図
72
）、
口
髭
を
男
性
に
一
般
的
な
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
が
、
乙
本
が
顎
髭
優
位
な
の
は
何
故
な
の
か
、
必
ず
し
も
時
代
差
で
は
な
く
画
家

の
個
性
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
現
象
の
み
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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［洛中洛外図屏風「歴博甲本」と「歴博乙本」の人物データベースによる比較］……小島道裕・森下佳菜・大薮 海

1 （見えず） 452
2 ★ たぶさ髪 383
3 剃髪 90
4 垂髪ヵ 73
5 丸髷 63
6 たぶさ髪ヵ 57
7 束ね髪 56
8 （不明） 56
9 剃髪ヵ 51
10 垂髪 22
11 ★ 放髪 16
12 双髷（双鬟） 15
13 ★ 二つ折り髷 14
14 ★ 蓬髪 14
15 前髪のみ 12
16 ★ 二つ折り髷ヵ 11
17 束ね髪ヵ 9
18 銀杏前髪 8
19 丸髷ヵ 8
20 放髪ヵ 4
21 （結わず） 3
22 銀杏前髪ヵ 3
23 放髪（棒状の髷を結う） 1
24 放髪（頭頂部を結う） 1
25 切髪 1
26 ★ 短髪 1
27 丁髷 1
28 双髷（双鬟）ヵ 1

合　計 1426

1 ★ たぶさ髪 337
2 （見えず） 314
3 ★ 二つ折り髷 108
4 たぶさ髪ヵ 82
5 丸髷 62
6 垂髪ヵ 54
7 ★ 放髪 34
8 剃髪 31
9 ★ 二つ折り髷ヵ 28
10 不明 19
11 放髪ヵ 14
12 ★ 短髪ヵ 13
13 （結わず） 12
14 束ね髪 12
15 束ね髪ヵ 11
16 丸髷ヵ 10
17 垂髪 8
18 前髪のみ 6
19 ★ 短髪 4
20 双髷 2
21 剃髪ヵ 2
22 ★ 蓬髪 2
23 銀杏前髪 2
24 双髷ヵ 1
25 前髪のみヵ 1
26 唐子ヵ 1
27 （見えず、たぶさ髪ヵ） 1
28 （見えず、丸髷ヵ） 1

合　計 1172

1 無 997
2 ★ 有（口髭） 252
3 （不明） 59
4 （見えず） 37
5 ★ 有（口髭・顎髭） 28
6 有（口髭・顎髭・頬髭） 15
7 有（口髭）ヵ 15
8 無ヵ 8
9 有（頬髭） 6
10 ★ 有（顎髭） 5
11 有（口髭・頬髭） 2
12 有（顎髭ヵ） 1
13 有（頬髭）ヵ 1

合　計 1426

1 無 938
2 ★ 有（顎髭） 47
3 （不明） 45
4 ★ 有（顎髭・頬髭） 33
5 ★ 有（口髭） 25
6 有（口髭・顎髭） 24
7 有（頬髭） 19
8 有（顎髭）ヵ 13
9 （見えず） 8
10 有（口髭・顎髭・頬髭） 7
11 有（口髭）ヵ 5
12 有（頬髭）ヵ 4
13 有（口髭・頬髭） 2
14 有（顎髭・頬髭）ヵ 2

合　計 1172

表 4―1　甲本 表 4―2　乙本

表 4 　髪型

表 5―1　甲本 表 5―2　乙本

表 5 　髭
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（
図
94
・
95
）、
共
に
甲
本
に
は
な
い
こ
と
に
よ
る
。
対
象
と
す
る
祭
礼
行
事
の
違
い

に
よ
る
差
で
あ
る
。

③
指
物

　

指
物
は
、祇
園
会
・
御
霊
会
の
場
面
に
描
か
れ
て
お
り
、乙
本
は
表
に
乙
26
の
三
人
、

乙
56
の
二
人
が
あ
る
他
、「
指
物
」
で
検
索
す
る
と
全
体
で
は
計
二
九
人
に
な
る
が
、

甲
本
で
は
表
に
は
現
れ
て
お
ら
ず
、
検
索
し
て
み
る
と
計
七
人
で
あ
る
。
種
類
と
し

て
も
、甲
本
で
は
、「
撓し
な
い」

と
呼
ば
れ
る（5
（

湾
曲
し
た
形
の
指
物
の
み
だ
が
（
図
96
・
97
）、

乙
本
で
は
、
撓
（
図
98
・
99
）
の
他
に
幟の
ぼ
りが

見
ら
れ
（
図
100
・
101
）、
ま
た
、
羽
状

の
も
の
や
、
小
旗
（
招ま
ね
き）
を
集
め
た
よ
う
な
複
雑
な
形
状
の
指
物
も
描
か
れ
て
い
る

（
図
102
・
103
）。
先
ほ
ど
の
「
変
り
兜
」
と
同
様
、
甲
冑
姿
の
時
に
目
立
つ
工
夫
が
進

ん
で
き
た
と
言
え
よ
う
。
乙
本
で
は
、
指
物
は
す
べ
て
が
甲
冑
に
伴
う
も
の
で
は
な

く
、
甲
冑
を
着
け
ず
に
背
中
に
背
負
っ
て
い
る
人
物
も
散
見
さ
れ
、
ま
た
指
物
を
背

中
に
付
け
る
た
め
の
指さ
し
づ
つ筒

（
受う
け
づ
つ筒

）
も
明
瞭
に
描
い
て
お
り
、
指
物
へ
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、「
歴
博
甲
本
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
段
階
で
は
す
べ

て
「
旗
指
物
」
と
し
て
い
た
が
、
乙
本
で
は
多
様
な
指
物
が
あ
る
た
め
、
入
力
語
に

「
指
物
」
も
用
い
て
い
る
（
6
（

。

④
杖

　

杖
も
差
が
出
て
い
る
持
ち
物
で
、
甲
本
は
「
杖
」（
甲
12
）
の
一
一
人
の
他
、
計

一
九
件
に
上
る
が
、
乙
本
で
は
乙
76
の
薦
と
共
に
持
つ
二
人
（
革
堂
境
内
）
と
老
女

三
人
の
計
五
人
と
少
な
い
。
甲
本
で
は
、
老
人
、
琵
琶
法
師
、
荷
物
を
背
負
っ
た
人

物
な
ど
が
持
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
乙
本
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
物
が
少
な
い
か
、
ま

た
は
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
全
体
に
老
人
が
少
な
い
の
は
乙
本
の
ひ
と
つ
の
特
徴
で

あ
り
、
男
性
の
老
人
は
全
く
見
当
た
ら
ず
、
年
齢
別
で
見
て
も
か
な
り
偏
っ
た
結
果

に
な
る
。
乙
本
に
は
琵
琶
法
師
も
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

荷
物
を
背
負
っ
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
表
で
言
え
ば
、
甲
本
に
は
「
蓑
を
か
け
た

（
六
）
持
ち
物
〔
表
6
・
7
〕

　

持
ち
物
は
多
岐
に
わ
た
り
、
組
み
合
わ
せ
も
非
常
に
多
く
な
る
た
め
、
一
人
の
み

の
も
の
は
表
で
は
省
略
し
て
い
る
。
身
分
や
生
業
に
関
わ
る
問
題
も
多
く
、
こ
こ
で

全
面
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
気
付
い
た
点
を
多
少
述
べ
た
い
。

　

表
で
は
、
甲
乙
共
に
「
無
」
が
一
位
で
、
乙
本
で
は
「
見
え
ず
」
も
多
い
が
（
乙

3
）、
描
か
れ
た
物
で
は
、
刀
、
扇
、
傘
な
ど
が
上
位
に
来
る
。

①
槍

　

特
徴
の
あ
る
も
の
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、
甲
本
で
は
槍
が
目
立
ち
、
ま
た
種
類

と
し
て
も
、
単
純
な
「
槍
」
の
他
、「
十
文
字
槍
」、
刃
が
直
角
に
曲
が
っ
た
「
鎌
槍
」

が
あ
り
（
甲
7
、
8
、
20
）、
表
以
外
で
も
「
片
鎌
槍
」
が
あ
る
。
乙
本
で
は
「
十

文
字
槍
」
が
四
人
（
乙
17
）、「
刀
・
槍
」
が
二
人
（
乙
54
）
の
み
で
あ
る
。
表
で
は

総
数
が
現
れ
に
く
い
た
め
、「
槍
」で
そ
れ
ぞ
れ
全
デ
ー
タ
に
検
索
を
か
け
て
み
る
と
、

甲
本
は
六
三
件
、
乙
本
は
九
件
と
な
り
、
乙
本
は
か
な
り
少
な
い
。
大
部
分
は
主
人

に
従
う
警
護
の
人
物
が
持
つ
も
の
で
あ
る
た
め
、
先
述
の
よ
う
に
、
甲
本
で
は
武
士

や
公
家
の
行
列
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
を
持
つ
集
団
を
よ
く
描
く
の
に
対
し
て
、
乙

本
で
は
そ
れ
を
あ
ま
り
描
か
な
い
こ
と
が
一
因
と
思
わ
れ
、
祇
園
会
そ
の
他
の
場
面

で
も
、
甲
本
で
は
警
護
の
た
め
に
槍
を
持
っ
て
い
る
人
間
が
多
い
。
何
ら
か
の
背
景

が
あ
る
か
は
未
詳
だ
が
、
両
者
の
個
性
に
は
な
っ
て
い
る
。

②
摺
り
簓
と
笹

　

甲
本
で
は
摺
り
簓さ
さ
ら（
八
人
、
甲
16
）、
乙
本
で
は
笹
（
八
人
、
乙
11
）
が
比
較
的

上
位
に
来
て
い
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
他
方
に
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

甲
本
に
は
風
流
踊
り
で
男
が
早
乙
女
の
田
植
え
の
所
作
を
し
て
い
る
場
面
が
あ
る
が

（
前
掲
図
72
）、
乙
本
に
は
こ
の
場
面
が
な
く
、
乙
本
に
は
内
裏
の
三
毬
杖
で
囃
し
手

が
笹
を
持
っ
て
い
た
り
、
ま
た
御
霊
会
の
場
面
で
も
笹
を
手
に
し
た
人
物
が
い
る
が

国立歴史民俗博物館研究報告
第 209集　2018年 3月
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［洛中洛外図屏風「歴博甲本」と「歴博乙本」の人物データベースによる比較］……小島道裕・森下佳菜・大薮 海

表 6―1　甲本

表 6 　持ち物

1 無 596
2 ★ 刀 188
3 ★ 刀・扇 31
4 ★ 扇 25
5 ★ 傘 22
6 刀（鞘に模様） 16
7 ★ 刀・槍 15
8 ★ 刀・十文字槍 15
9 刀・長刀 14
10 朸・桶 14
11 刀・傘 12
12 ★ 杖 11
13 ★ 刀・太刀 11
14 （不明） 10
15 団扇 9
16 ★ 摺り簓（すりささら） 8
17 鍬 7
18 袋（背負う） 7
19 御幣状のもの 6
20 ★ 刀・鎌槍 6
21 鞭 6
22 風呂敷包み（頭上に載せる） 6
23 無ヵ 5
24 横笛 5
25 薦・杖 5
26 朸・榑 5
27 箒 5
28 桶 5
29 ★ 蓑をかけた荷（背負う） 5
30 ★ 熊手 4
31 鼓 4
32 刀・太刀・槍 4
33 刀・編笠（手に持つ） 4
34 刀・袋（背負う） 4
35 刀・編笠（背負う） 4
36 朸・籠 4
37 桶（頭上に載せる） 4
38 朸・荷 4
39 柴の束（頭上に載せる） 4
40 叉手ヵ 4
41 朸・柴の束 4
42 竿 4
43 米俵（背負う） 4
44 羯鼓（腰に付ける） 3
45 棹 3
46 朸・稲束 3
47 風呂敷包み（背負う） 3
48 刀・矢（引目、腰に差す） 3
49 刀・太刀・団扇（腰に差す） 3
50 刀・弓・靫 3

51 刀・弓・空穂 3
52 刀・猿・餌袋・猿曳（猿回し）の道具 3
53 鳥籠 3
54 長刀 3
55 ★ 太刀・十文字槍 3
56 太刀 3
57 薦・杖・火打袋ヵ 3
58 数珠・杖 3
59 数珠 3
60 鉦鼓・撞木 3
61 鋤 3
62 荷（頭上に載せる） 3
63 （見えず） 2
64 稲束 2
65 弓・矢（引目，腰に差す） 2
66 魚 2
67 魚を載せた折敷 2
68 弦（腰に提げる） 2
69 尺八・薦 2
70 杖・蓑をかけた荷（背負う） 2
71 薪（大原木、頭上に載せる） 2
72 摺り簓（すりささら）ヵ 2
73 銭ヵ 2
74 槍ヵ 2
75 ★ 太刀・鎌槍 2
76 太刀・槍 2
77 袋 2
78 刀・槍ヵ（立て掛ける） 2
79 刀・太刀（鞘に模様） 2
80 刀・太刀・十文字槍 2
81 刀・太刀・長刀 2
82 刀・鷹（手に据える）・餌籠ヵ 2
83 刀・編笠（足元に置く） 2
84 刀・捕網 2
85 刀ヵ 2
86 湯飲み 2
87 瓢箪・笹竹（茶筅を数個付ける） 2
88 柄杓 2
89 米俵（背負う）・杖 2
90 木材 2
91 撥 2
92 朸・柴 2
93 朸・風呂敷包み 2
94 朸・櫃・風呂敷包み 2
95 朸・籠・かわらけ 2
96 籠（頭上に載せる） 2
97 1 件のもの 175

合　計 1426
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表 6―2　乙本

1 無 558
2 ★ 刀 173
3 （見えず） 68
4 ★ 刀ヵ 16
5 ★ 扇 13
6 傘 10
7 刀・扇 9
8 （不明） 9
9 朸・籠 8
10 鍬 8
11 ★ 笹 8
12 刀（金色ヵ）・太刀（鞘に模様） 4
13 刀・太刀（鞘に模様） 4
14 太刀（鞘に模様） 4
15 太刀 4
16 横笛 4
17 ★ 十文字槍 4
18 薪（大原木を頭上に載せる） 4
19 刀（立て掛ける） 4
20 鞭 4
21 羯鼓（腰に付ける）・撥 4

22 折敷（黒塗）・朱色のもの（頭上に載
せる） 4

23 朸・荷 4
24 刀（鞘に模様） 3
25 刀（金色）・太刀（鞘に模様） 3

26 ★ 刀（鞘に模様）・太刀（鞘に模様）・旗
指物（二本，赤） 3

27 刀（鞘に模様）・太刀（鞘に模様）・棒 3
28 扇・刀（鞘に模様） 3
29 刀・傘 3
30 魚籠・笊 3
31 朸・柴の束 3
32 竹棹ヵ・叉手網ヵ・魚籠 3
33 袋（背負う） 3
34 木太刀 3
35 箒 3
36 刀・数珠 3
37 柴の束（頭上に載せる） 3
38 刀・長刀 3
39 荷（頭上に載せる） 3
40 桶 3
41 米俵（背負う） 3
42 撥ヵ 3
43 御幣状のもの 3

44 刀（金色）・太刀（鞘に模様）・団扇
（腰に差す） 2

45 刀（朱鞘）・太刀（朱鞘に模様） 2

46 太刀ヵ 2

47 折敷（黒塗）・朱塗の箱（頭上に載せ
る） 2

48 折敷（朱塗）・器（黒塗）ヵ 2

49 棒状の先端に紐を巻き付けたような
もの 2

50 弓・矢 2
51 弓 2
52 朸・櫃 2
53 刀・太刀ヵ 2
54 ★ 刀・槍 2
55 刀ヵ・太刀ヵ 2
56 ★ 指物（幟，一本，白） 2
57 ★ 刀・太刀 2
58 団扇 2
59 刀・猿・猿曳（猿回し）の道具 2
60 網 2
61 大根（頭上に載せる） 2
62 袋（背負う）・杖ヵ 2
63 丸盆（朱塗） 2
64 朸・稲束 2
65 竹 2
66 油単で包まれた笈（背負う） 2
67 長刀 2
68 布をかけた荷（千駄櫃）（背負う）・刀 2
69 荷（背負う），千駄櫃ヵ 2
70 風呂敷包み（頭上に載せる） 2
71 籠・人参ヵ 2
72 剣鉾 2
73 柄杓 2
74 棒のようなものヵ 2
75 木刀 2
76 ★ 薦・杖 2
77 籠（頭上に載せる），葉物野菜ヵ 2
78 棹 2
79 傘・笹 2
80 笹竹（茶筅を数個付ける） 2
81 1 件のもの 110

合　計 1172
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［洛中洛外図屏風「歴博甲本」と「歴博乙本」の人物データベースによる比較］……小島道裕・森下佳菜・大薮　海

表 7―1　甲本
表 7　鞘の装飾表現

表 7―2　乙本

1 刀（鞘に模様） 16
2 刀・太刀（鞘に模様） 2
3 刀（鞘に模様）・鳥籠（鶯） 1
4 刀（鞘に模様）・太刀（鞘に模様） 1

5 刀（鞘金色）・太刀（鞘に模様）・団
扇（腰に差す） 1

6 刀（鞘に模様）・太刀（鞘に模様）・
旗指物（二本，赤） 1

7 刀（鞘に模様）・太刀・旗指物（二
本，白） 1

8 刀（鞘に模様）・弓を入れた筒・空
穂 1

合　計 24

1 刀（金色ヵ）・太刀（鞘に模様） 4
2 刀・太刀（鞘に模様） 4
3 太刀（鞘に模様） 4
4 刀（鞘に模様） 3
5 刀（金色）・太刀（鞘に模様） 3

6 刀（鞘に模様）・太刀（鞘に模様）・旗指物（二本，
赤） 3

7 刀（鞘に模様）・太刀（鞘に模様）・棒 3
8 扇・刀（鞘に模様） 3
9 刀（金色）・太刀（鞘に模様）・団扇（腰に差す） 2
10 刀（朱鞘）・太刀（朱鞘に模様） 2
11 刀・太刀（鞘に模様）・団扇 1
12 刀（鞘に模様）・太刀（鞘に模様）・槍（柄に模様） 1
13 刀（鞘に模様）・太刀（鞘に模様） 1

14 刀（鞘に模様）・太刀（鞘に模様）・旗指物（二本，
白） 1

15 刀（鞘に模様）・太刀（鞘に模様）・団扇（腰に差
す） 1

16 刀（鞘に模様ヵ）・太刀（鞘に模様） 1
17 刀（鞘に模様ヵ）・太刀（鞘に模様ヵ）・棒 1
18 刀・太刀（鞘に模様）・球状の飾り物（団扇ヵ） 1

19 刀・太刀（鞘に模様）・小旗・球状の飾り物（団
扇ヵ） 1

20 刀（鞘に模様）・太刀（朱鞘に模様）・棒 1
21 刀（鞘に模様）・傘 1
22 刀ヵ・太刀（鞘に模様） 1
23 太刀（鞘に模様）・団扇・旗指物（二本，赤） 1
24 太刀（鞘に模様）・旗指物（二本・赤） 1

25 太刀（鞘に模様）・団扇・長刀・旗指物（幟，一本，
白） 1

26 太刀（鞘に模様）・団扇・旗指物（幟，一本，赤） 1

27 太刀（鞘に模様）・扇・長刀・旗指物（幟，一本，
赤） 1

28 刀（金色）・太刀（朱鞘に模様） 1
29 刀（金色ヵ）・太刀（朱鞘に模様）・団扇 1
30 太刀（朱鞘に模様）・旗指物（幟，一本，赤） 1
31 太刀（朱鞘に模様）・旗指物（幟，一本，白） 1
32 太刀（朱鞘）・団扇・旗指物（二本，赤・白）・笹 1
33 刀（朱鞘） 1
34 太刀ヵ（金色ヵ） 1
35 刀（金色）・太刀（金色） 1
36 刀（朱鞘ヵ）・太刀（金色） 1
37 刀（金色）・太刀（金色）・棒 1
38 太刀（金色）・旗指物（二本，赤） 1
39 刀（金色）・太刀（金色）・旗指物（二本，赤） 1
40 刀（金色）・太刀（金色）・団扇（腰に差す） 1
41 太刀（金色ヵ）・指物（一本，赤） 1
42 刀（朱鞘）・太刀（金色）・旗指物（二本，赤） 1

合　計 63
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い
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
乙
本
は
全
体
的
に
甲
本
よ
り
も

簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
ひ
と
つ
の
場
面
に
、
場
面
と
関
わ
る
形
で
特
定
の
種
類

の
人
物
を
集
中
さ
せ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
生
業
の
種
類
が
少
な
い
こ
と
や
、
僧
侶

を
宗
派
別
に
描
か
な
い
こ
と
な
ど
、
人
物
に
個
性
が
乏
し
く
、
男
性
の
老
人
が
全
く

見
ら
れ
な
い
こ
と
や
尼
僧
を
ほ
と
ん
ど
描
か
な
い
な
ど
、
偏
り
も
か
な
り
著
し
い
も

の
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
単
純
に
甲
本
よ
り
も
質
と
量
が
下
が
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く
、乙
本
独
自
の
観
点
な
い
し
嗜
好
か
ら
選
択
が
行
わ
れ
た
結
果
で
も
あ
る
。

尼
僧
が
排
除
さ
れ
る
一
方
で
着
飾
っ
た
女
性
が
目
立
つ
し
、
振
売
や
農
民
に
つ
い
て

も
、
野
菜
を
扱
っ
た
独
自
の
場
面
が
多
く
見
ら
れ
る
。
祭
礼
に
つ
い
て
は
、
神
輿
が

渡
御
す
る
祭
礼
を
二
つ
描
き
、
さ
ら
に
内
裏
で
も
賑
や
か
な
三
毬
杖
の
場
面
を
描
い

て
お
り
、
色
使
い
の
点
も
含
め
て
、
全
体
を
華
や
か
に
仕
立
て
よ
う
と
す
る
意
識
が

見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、発
注
者
や
絵
師
の
個
性
に
基
づ
く
面
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、

時
代
差
の
問
題
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
尼
僧
が
少
な
い
こ
と
は
、
後

家
尼
の
地
位
が
下
が
っ
て
家
長
と
し
て
表
に
出
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
た
め
と
見
る

こ
と
が
で
き
、
絵
画
資
料
全
体
の
問
題
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
豊
臣
期
の
こ
ろ
か
ら

こ
の
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。

　

兜
に
「
変
り
兜
」
的
な
も
の
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
幟
旗
な
ど
多
様
な
指
物
が
見

ら
れ
る
こ
と
、
髷
で
は
二
つ
折
り
髷
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
甲
本
よ
り

も
時
代
が
下
が
っ
た
事
に
よ
る
近
世
的
な
現
象
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
乙
本
が

野
菜
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
も
、
野
菜
の
栽
培
や
消
費
の
変
化
が
関
係
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
、
社
会
の
近
世
化
が
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
は
、

人
物
像
の
み
を
対
象
と
し
た
本
稿
で
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
乙
本
の
年

代
を
一
五
八
〇
年
代
、
豊
臣
期
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
し
た
従
来
の
推
定
と
本
稿
で
の

検
討
結
果
に
特
に
違
和
感
は
な
く
、
少
な
く
と
も
大
き
な
変
更
は
必
要
な
い
と
思
わ

荷（
背
負
う
）」が
五
件
あ
る
が（
甲
29
）、乙
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
他
、「
熊
手
」

（
甲
30
）
に
つ
い
て
も
、
甲
本
で
は
四
件
あ
る
が
、
乙
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
甲
本

の
熊
手
が
描
か
れ
た
場
面
は
、
松
葉
を
掻
く
三
人
と
、
能
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て
い
る

「
高
砂
」
の
尉じ
よ
うの

持
ち
物
で
、
や
や
特
殊
で
は
あ
る
が
、
甲
本
と
乙
本
の
比
較
と
し

て
言
え
ば
、
や
は
り
甲
本
の
方
が
多
様
な
生
業
と
人
物
像
を
描
い
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

⑤
刀
・
太
刀
の
鞘

　

甲
本
・
乙
本
共
に
、
よ
く
見
る
と
刀
・
太
刀
の
鞘
に
金
色
の
模
様
が
施
さ
れ
た
り
、

鞘
自
体
が
金
色
や
朱
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
り
、
両
者
で
か
な
り
差
が
あ
る
た

め
、
別
に
表
を
作
成
し
た
（
表
7
）。
数
と
し
て
も
種
類
と
し
て
も
、
乙
本
の
方
が

甲
本
よ
り
も
ず
っ
と
多
い
。

　

太
刀
や
刀
の
黒
い
鞘
に
金
色
の
模
様
を
入
れ
た
例
は
甲
本
・
乙
本
ど
ち
ら
に
も
見

ら
れ
る
が
（
図
104
～
107
）、
乙
本
の
方
が
、
線
も
入
っ
た
や
や
複
雑
な
模
様
の
例
が

あ
る
（
図
106
）。
鞘
全
体
を
金
色
に
塗
っ
た
例
は
、
甲
本
は
一
例
だ
け
だ
が
、
乙
本

で
は
二
〇
例
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
祇
園
祭
礼
の
犬
神
人
で
あ
る
（
図
108
～
110
）。
朱

鞘
は
、
甲
本
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
が
、
乙
本
に
は
一
一
例
が
見
ら
れ
る
（
図
111
・

112
）。
太
刀
、
刀
と
も
に
あ
り
、
特
に
太
刀
に
は
、
朱
鞘
に
さ
ら
に
金
の
模
様
を
入

れ
た
も
の
が
多
い
。
大
部
分
祇
園
祭
礼
の
犬
神
人
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
例
も
若
干
見

ら
れ
る
（
図
112
＝
御
霊
神
事
）。

　

装
飾
的
な
表
現
や
華
や
か
な
描
写
を
好
む
乙
本
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
、

豊
臣
期
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
乙
本
の
時
代
的
な
特
徴
で
あ
る
可
能
性
と
、
発
注
者
お
よ

び
画
家
の
嗜
好
の
可
能
性
、
ど
ち
ら
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

　

以
上
、
甲
本
・
乙
本
の
人
物
デ
ー
タ
を
比
較
し
て
、
と
り
あ
え
ず
気
の
付
い
た
違
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れ
る
。

　

本
稿
は
、
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
情
報
に
表
れ
た
甲
本
・
乙
本
の
違
い
に
つ
い
て
、

粗
い
レ
ベ
ル
で
例
示
を
行
な
っ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
詳
細
な
比
較
と
そ
の
意
味
の
考

察
は
、
横
断
検
索
が
可
能
な
人
物
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
い
う
こ
の
新
た
な
ツ
ー
ル

を
一
助
と
し
て
、
今
後
進
め
ら
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
見
出
さ
れ
る
様
々

な
差
は
、
人
物
以
外
の
要
素
と
合
わ
せ
て
の
甲
本
・
乙
本
の
総
合
的
な
考
察
に
結
び

つ
く
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
他
の
屏
風
と
の
違
い
を
検
討
す
る
手
掛
か
り
と
も
な
る

は
ず
で
あ
る
。
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
を
契
機
と
し
た
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ

る
。

【
付
記
】

　
「
歴
博
甲
本
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」「
歴
博
乙
本
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
れ
き
は
く
」
お
よ
び
「
Ｗ

Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
利
用
で
き
る
（
乙
本
の
デ
ー
タ
お
よ
び
甲
本
と
の
横
断
検
索

は
、
二
〇
一
七
年
一
月
か
ら
公
開
）。

		

屏
風
自
体
の
画
像
も
、
甲
本
・
乙
本
共
に
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
収
載
さ
れ

て
お
り
、
拡
大
機
能
も
付
い
て
い
る
た
め
、
人
物
の
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
程
度
の
画
像
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
本
稿
の
分
担
に
つ
い
て
は
、
甲
本
の
表
は
大
薮
の
作
成
で
あ
り
、
大
薮

二
〇
一
四
に
掲
載
し
た
も
の
を
、
今
回
の
乙
本
と
の
対
比
に
合
わ
せ
て
調
整
し
た
。

乙
本
の
表
は
森
下
が
作
成
し
た
。
表
に
対
応
す
る
図
と
本
文
は
、
三
者
で
協
議
し
つ

つ
、
図
は
森
下
、
本
文
は
小
島
を
中
心
に
作
成
し
た
。

註（
1
）　

複
数
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
横
断
検
索
に
つ
い
て
は
、
人
間
文
化
研
究
機
構
の
研
究
資
源
共
有

化
シ
ス
テ
ム
（
横
断
検
索
シ
ス
テ
ムnihuIN

T

）
を
用
い
て
も
可
能
で
あ
る
が
、
画
像
表
示
の

機
能
が
異
な
る
た
め
、
そ
の
表
示
に
問
題
が
生
じ
る
。

（
甲
本
に
つ
い
て
は
多
数
あ
る
た
め
、
本
稿
に
直
接
関
わ
る
も
の
を
挙
げ
た
）

大
薮	　

	

海　

二
〇
一
四
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
各
項
目
の
立
項
方
法

と
入
力
語
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
八
〇
集

小
島　

道
裕　

二
〇
〇
八
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
甲
本
の
成
立
と
初
期
洛
中
洛
外
図
屏
風
諸
本
」

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
四
五
集

小
島　

道
裕　

二
〇
〇
九
『
描
か
れ
た
戦
国
の
京
都
―
洛
中
洛
外
図
屏
風
を
読
む
―
』
吉
川
弘
文

館

小
島　

道
裕　

二
〇
一
六
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
―
つ
く
ら
れ
た	

〈
京
都
〉
を
読
み
解
く
―
』
吉
川
弘

文
館

近
藤　

好
和　

二
〇
一
三
「
歴
博
甲
本
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
歴
博
甲
本
に
み
え
る
内
裏
と
そ
の

行
事
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
七
八
集

平
野　
　

恵　

一
九
九
二
「『
洛
中
洛
外
図
』
風
流
踊
の
女
装
」『
明
治
大
学
大
学
院
紀
要	

文
学
篇
』

第
二
九
集

藤
原　

重
雄　

二
〇
一
五
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
祖
型
を
探
る
―
京
中
図
を
描
く
視
点
―
」『
京
を

描
く
―
洛
中
洛
外
図
の
時
代
―
』
京
都
文
化
博
物
館

宮
崎　

隆
旨　

一
九
八
四
『
戦
国
変
り
兜
』
角
川
書
店

宮
田　

公
佳　

二
〇
一
四「
画
像･

文
字
情
報
融
合
手
段
と
し
て
の
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
」『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
八
〇
集

森
下　

佳
菜　

	

二
〇
一
七「
洛
中
洛
外
図
屏
風
歴
博
乙
本
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
課
題
」『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
〇
六
集

　

な
お
、
連
携
研
究
「
都
市
風
俗
と
『
職
人
』」
に
お
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
な
ど
が

所
蔵
す
る
板
本
の
挿
絵
に
よ
っ
て
、「
近
世
職
人
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
も
作
成
し
て
お
り
、

二
〇
一
七
年
二
月
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
人
間
文
化
研
究
機
構
の
横
断
検

索
シ
ス
テ
ムnihuIN

T

に
よ
っ
て
横
断
検
索
が
可
能
と
な
る
予
定
で
あ
り
、「
歴
博
甲
本
」、「
歴

博
乙
本
」
と
の
三
者
を
横
断
し
た
検
索
も
、
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
で
は
可
能
と
な
る
。

（
2
）　

衣
服
の
入
力
語
に
つ
い
て
は
、
澤
田
和
人
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
て
い
る
。

（
3
）　

こ
の
よ
う
な
宗
派
別
の
描
き
分
け
は
、『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』と
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

（
4
）　

宮
崎
一
九
八
四
は
、
赤
熊
、
白
熊
、
黒
熊
な
ど
を
用
い
た
兜
蓑
や
「
引
廻
し
」
と
呼
ば
れ
る

兜
の
付
属
品
を
、「
植
毛
兜
」
と
呼
ば
れ
る
変
り
兜
の
一
種
に
先
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
5
）　
『
国
史
大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）「
指
物
」
の
項
（
鈴
木
敬
三
執
筆
）
に
よ
る
。

（
6
）　

こ
の
他
、
甲
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
修
正
と
し
て
、「
甲
（
よ
ろ
い
）」
は
字
義
と
し
て
は
正
し

い
の
だ
が
、
一
般
的
で
は
な
い
た
め
、「
鎧
」
で
統
一
し
た
。
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献
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史
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史
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史
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『
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、
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に
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犬神人（弦召）

乙 _右 _ 3

甲 _右 _ 5

公 家

乙 _左 _ 6乙 _右 _ 2甲 _右 _ 2　

駕輿丁

甲 _左 _ 3

乙 _右 _ 6乙 _右 _ 6　

甲 _右 _ 6甲 _右 _ 5　

図 6　乙本・祇園会の弦召 図 7　甲本・弦を売る弦召

図 8　甲本・祇園会の駕輿丁 図 9　乙本・祇園会の駕輿丁 	図 10　乙本・御霊会の駕輿丁

図 11　甲本・束帯姿の公家 図 12　甲本・衣冠姿の公家 図 13　甲本・直衣姿の公家

図 14　乙本・衣冠姿の公家（赤） 図 15　乙本・衣冠姿の公家（黒）
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声聞師（大黒）
図 16　乙本・内裏の三毬杖 図 17　乙本・同左

図 18　甲本・尼寺の尼僧たち

図 23　乙本・尼僧（後家尼）がいない女性の集団

尼 僧
図 21　乙本・尼寺の尼僧たち

図 22　乙本・尼僧（後家尼）がいない女性の集団

図 20　甲本・尼僧（後家尼）がいる集団	

甲 _右 _ 2

乙 _右 _ 6 乙 _右 _ 6

甲 _左 _ 2 乙 _左 _ 1

図 19　甲本・尼僧（後家尼）がいる集団

甲 _左 _ 4

乙 _右 _ 3 乙 _左 _ 5
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図 27　甲本・麦刈り

甲 _左 _ 6

図 29　甲本・草取り図 28　甲本・灌漑

図 31　乙本・田おこし

図 34　乙本・田圃の畦道図 33　乙本・稲束の運搬

乙 _左 _ 2

農 民

甲 _右 _ 4

図 25　甲本・牛耕図 24　甲本・施肥

甲 _右 _ 5 甲 _右 _ 4

図 26　甲本・田打ち

甲 _右 _ 3

甲 _右 _ 3 甲 _右 _ 3

図 30　甲本・稲束を並べる

乙 _右 _ 4

図 32　乙本・稲刈り

乙 _左 _ 1，2 乙 _右 _ 1
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図 38　甲本・魚売り

図 41　乙本・野菜売り
	 （大根ヵ）

図 40　甲本・かわらけ売り図 39　甲本・油売り

図 42　乙本・野菜売り
	 （人参ヵ）

図 45　乙本・大根の店頭販売

図 44　乙本・野菜売り
	 （大根）

図 43　乙本・野菜売り
	 （葉物野菜）

図 35　乙本・畦道の牛

図 37　甲本・野菜売り

振 売

乙 _右 _ 5乙 _左 _ 1

図 36　乙本・大根畑の頭上運搬

甲 _左 _ 2 甲 _左 _ 5 甲 _右 _ 4 甲 _左 _ 2

	乙 _右 _ 6 乙 _左 _ 4 乙 _左 _ 6 乙 _左 _ 6

乙 _右 _ 3
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図 49甲本・禰宜ヵ

図 52　甲本・直裰型＋僧帽（黒谷）	図 51　甲本・直裰型（百万遍）	

図 50　乙本・禰宜（松尾社）

図 53　甲本・直裰型＋緋袈裟＋鼻高履	

図 56　乙本・直裰型
	 （百万遍）

図 55　乙本・直裰型
	 （妙覚寺）

甲 _右 _ 3

【服 装】　狩 衣

図 48　甲本・能役者（地謡）図 47　甲本・白張（内裏）	図 46　甲本・公家（内裏）

図 57　乙本・直裰型

法 衣

甲 _右 _ 5 	甲 _右 _ 5　 甲 _右 _ 1 甲 _左 _ 1

乙 _左 _ 6

甲 _左 _ 6 甲 _右 _ 4 甲 _右 _ 5

図 54　甲本・素絹型＋袈裟
	 （妙覚寺）

乙 _右 _ 5 乙 _左 _ 5 乙 _右 _ 3
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図 58　乙本・法衣＋塗笠＋覆面

図 63　乙本・鴨川図 62　甲本・一条風呂図 61　甲本・鴨川

褌

図 60　乙本・北野社の社僧図 59　甲本・法衣＋塗笠＋覆面

図 64　乙本・一条風呂

図 69		乙本・直垂型・結袈裟の例図 68		乙本・小袖袴・脚絆の例図 67　乙本・小袖袴の例図 66　乙本・肩衣袴の例

図 65　甲本・肩衣袴の例

返股立

乙 _右 _ 6 甲 _左 _ 2 乙 _左 _ 3

甲 _右 _ 1 甲 _左 _ 6	 乙 _右 _ 3　 乙 _左 _ 5

甲 _右 _ 4

乙 _左 _ 2 乙 _左 _ 6 乙 _左 _ 6 乙 _右 _ 3
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【被り物】　編笠（布を垂らす）

図75　乙本・赤い布を垂らす	図 74　乙本・布を垂らす（Ⅱ）図 73　乙本・布を垂らす（Ⅰ）

図 72　甲本・編笠＋布（風流踊）図 71　甲本・編笠＋布図 70　甲本・編笠＋布

折烏帽子

図81　乙本・犬神人図 80　乙本・声聞師（大黒）図 79　乙本・細川邸

図 78　甲本・かわらけ売り図 77　甲本・観世能	図 76　甲本・細川邸

甲 _右 _ 1 甲 _左 _ 1 甲 _左 _ 6

乙 _右 _ 4 乙 _右 _ 3 乙 _右 _ 3

甲 _左 _ 2 甲 _右 _ 1 甲 _左 _ 2

	乙 _左 _ 2 乙 _右 _ 5 乙 _右 _ 2
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赤熊

図86　甲本・兜

兜

図 85　乙本・黒熊ヵ図 84乙本・帽子＋赤熊図 83　乙本・兜巾ヵ＋赤熊	図 82　甲本・赤熊

図 87　甲本・兜＋兜蓑

二つ折り髷

【髪 型】

図91乙本・兜（Ⅳ）図 90　乙本・兜（Ⅲ）

乙 _右 _ 3

図 88　乙本・兜（Ⅰ）

【髭】

図92　乙本・二つ折り髷 図 93　乙本・顎髭
顎 髭

甲 _左 _ 6 乙 _左 _ 5 乙 _左 _ 6

甲 _右 _ 1 甲 _右 _ 1

乙 _右 _ 2

図 89　乙本・兜（Ⅱ）

乙 _右 _ 3 乙 _右 _ 3

乙 _右 _ 6 乙 _左 _ 5

乙 _左 _ 6
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【持ち物】

図98　乙本・撓図 97　甲本・撓図 96　甲本・撓

指 物

図 95　乙本・御霊会図 94　乙本・三毬杖

図 99　乙本・撓

図 103　乙本・招の指物図 102　乙本・羽根状の指物図 101　乙本・幟図 100　乙本・幟

乙 _右 _ 6 乙 _左 _ 5

甲 _右 _ 1 甲 _右 _ 3 乙 _右 _ 2 乙 _左 _ 6

乙 _右 _ 5 乙 _左 _ 6 乙 _左 _ 6 乙 _左 _ 6
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刀と太刀の鞘

図108　甲本・刀（金色）図 107　乙本・刀（鞘に模様）

図 106　乙本・刀（鞘に模様）
	 太刀（鞘に模様）図 105　甲本・刀（鞘に模様）

図 104　甲本・刀（鞘に模様）
	 太刀（鞘に模様）

図 109　乙本・太刀（金色）

図 112　乙本・太刀（朱鞘）
図 111　乙本・刀（朱鞘）

	 太刀（朱鞘に模様）図 110　乙本・刀（金色）
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Use of the Character Database for Comparison of Rekihaku A and B 
Versions of Folding Screens of Scenes in and around Kyoto

A database has been compiled of all the figures depicted in two sets of early folding screens of 

Scenes in and around Kyoto (Rakuchū-Rakugai-Zu) in the possession of the National Museum of 

Japanese History, Rekihaku A and B Versions (containing 1,426 and 1,172 persons, respectively), and 

prepared for federated search. Using this database, this paper makes a quantitative comparison of the 

two paintings to present their differences while focusing on Version B, which remains unknown in 

many aspects.

In general, depiction is more simplified in Version B than in Version A. Version B tends to bring 

certain types of people together in a scene while showing the relationship between these characters 

and the scene. Meanwhile, the painting as a whole lacks the variety of characters. Version B does not 

describe a wide variety of occupations or distinguish priests by their sects. Moreover, the selection of 

characters is unbalanced. It contains no old men and only a few priestesses.

However, this does not mean that Version B is of lower quality and quantity than Version A. This is 

merely a result of selection depending on the specific perspective and preference of the Version. While 

including only a few priestesses, Version B contains many women in beautiful attire as well as many 

unique scenes depicting vegetables handled by street venders and farmers. Version B also portrays 

two festivals with portable shrines carried around as well as the lively scene of Sagichō Festival held at 

the Imperial Court. These features imply the intention to adorn the whole scene.

These differences can be attributed to the preferences of the clients and painters but also ascribed 

to the difference of times. The reason why only a few priestesses are included in the picture seems to 

be because they lowered their profile as representatives of their families after their social status had 

dropped. The early-modern phenomena described in Version B, such as the emergence of decorative 

helmets, the wide variety of vertical flags and banners, and the spread of the chonmage knot hair style, 

imply that it was painted later than Version A. With regard to the date of the painting, this analysis 

finds no evidence against our assumption that Version B dates back to the 1580s under the rule of 

Toyotomi Hideyoshi.

Key words: folding screens of scenes in and around Kyoto (Rakuchū-Rakugai-Zu), Rekihaku A version, 

Rekihaku B version, pictures of figures, database
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